


お問い合わせには、あらかじめ次の事項に
ついて確認の上、ご連絡願います。

車名および型式、登録番号
ご購入年月日
走行距離
お客様のご住所、お名前、電話番号

●印刷＝2021年11月25日　●発行＝2021年12月2日
211202-1

お問い合わせ、ご相談は、ご購入いただいたお店、
最寄りのダイハツ販売会社、または

ダイハツお客様コールセンターまでお願いいたします。

 • 本書は、ハイゼット スローパー・アトレー スローパーの正し
い取り扱いかたや、お手入れの方法などについて説明している
他、お車を操作する上で必ず守っていただきたいこと、また、
万一のときの処置についても記載しています。安全で快適なカ
ーライフをお楽しみいただくために、ご使用の前に必ずお読み
ください。
 • 基本的な内容は同梱のハイゼット カーゴ／アトレー取扱説明書を
ご覧ください。

ご愛車のために
•　車種によって取り扱い方法が異なる場合は、車両型式やエンジン型式を確認した上で操作を
　行ってください。車両型式、エンジン型式はハイゼット カーゴ／アトレー取扱説明書の
　「ご愛車に関するメモ」にあらかじめ記入しておくと便利です。
•　保証および点検・整備については、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので
　お読みください。
•　ダイハツサービス工場で取り付けられた装備の取り扱いについては、添付されている取扱説
　明書を参照してください。
•　お車をゆずられる際は、次のオーナーのために必ず本書をお車に付けておいてください。
• 車の仕様変更により、本書の内容やイラストがお車と一部異なる場合がございますがご了承くだ
さい。
•• 本書は別冊の「メンテナンスノート」とともに、いつもお車に保管しておいてください。
• ご不明な点は、ご購入先のダイハツサービス工場（営業スタッフ）におたずねください。

背幅5mm
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本書の見方
 お守りいただかないと、お客様ご自身と周囲の人々が死亡、また
は重大な傷害につながるおそれがあることを説明しています。

 お守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損につながるお
それがあることを説明しています。

 操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってください。

：押す・回すなど、していただきた
い操作を示しています。

：ふたが開くなど、操作後の作動を
示しています。

：説明の対象となるもの・場所を示
しています。

：“してはいけません”
“このようにしないでください”
“このようなことを起こさないで
ください”という意味です。

 機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、知って
おくと便利なことを説明しています。

1 2

KBCA110302

解除ボタン

KBCA020002
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安全・安心のために

1-1. 安全なドライブのために
車いすの車内外への
乗降について ……………… 10
車いすの固定およびシート
ベルトの着用について …… 15
車両火災・故障・損傷を
防ぐために ………………… 17
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1-1. 安全なドライブのために

車いすの車内外への乗降について

本書におけるハイゼット／アトレー スローパーの操作はすべて介助の方
が行ってください。
この項目では、スロープおよび電動ウインチを使用しての車内外への乗
降について、必ず守っていただきたいことをまとめてあります。

警告

■ハイゼット／アトレー スローパーの操作をするときは
操作はすべて介助の方が安全に十分注意しながら行ってください。
●車いす乗車の方が操作すると、手足
を挟まれたり、車いすがスロープか
ら転落するなど重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

●急に車いすの乗降を行うと、車いす
が転倒するおそれがあり危険です。
車いすでの乗降は、車いすの車輪の
位置、乗車の方の頭上、腕、足元な
どに注意しながらゆっくりと行って
ください。（車いすを車外に降ろすと
きは特にご注意ください）

●車内を移動するときは、車いす乗車
の方の手足や腕がシートなどに挟ま
れないように注意してください。

●スロープ本体および車いすが確実に固定およびロックされていること、ある
いはリヤシートがロックされていることを確認してください。
また、バックドアが確実にロックされていることを確認してください。
各操作は、一つ一つ確認しながら確実に行ってください。指定通り確実に固
定およびロックされていないと走行中に外れ、思わぬ事故につながったり、け
がをしたりするおそれがあります。

KBCS110101
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警告

1

■スロープを使用する前に
●安全で平坦な場所に駐車してください。交通量の多い道路や狭いところ、不
整地や傾斜地でスロープを使用すると、思わぬ事故や車両の損傷につながる
おそれがあり危険です。
• 安全で平坦な場所に駐車する
• パーキングブレーキを確実にかける
• シフトレバーをPにする

●階段や段差を利用して車いすの乗り
入れをしないでください。
段差を利用すると車いすがスロープ
から転落したり、スロープが段差か
ら外れて破損するなど、重大な事故
につながるおそれがあり危険です。

●可燃物付近に駐車しないでくださ
い。
車両後方や排気管付近に燃えやすい
ものがあると、火災になるおそれが
あり危険です。

●悪天候時、スロープを使用するとき
は、滑りやすくなりますのでご注意
ください。
風の強い場所や風雨の強い日、降雨
時や降雪時などは特に注意してくだ
さい。

KBCS110104KBCS110104

KBCS110105

KBCS110106
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警告

●強風時、バックドアが閉まることが
あります。
バックドアが頭に当たるおそれがあ
りますので、注意してください。

■スロープに車いすを乗降するときは

●スロープに乗降するときは、足元お
よび車いすの車輪がスロープ端部よ
り出ないように注意してください。
スロープ端部より出ると、スロープ
から転落するなど重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。

●スロープ展開後、スロープ先端が完
全に接地していることを確認してく
ださい。
段差やスロープ下部にものが当たる
などにより、スロープ先端の接地が
不十分な状態で乗降すると、介助の
方が足を踏み外して転倒したり、ス
ロープから車いすが転落するなど重
大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。また、スロープが破損するお
それもあります。

●頭上の安全を確認しながらゆっくり
乗り入れ、頭をバックドアやドア開
口部に当てないように注意してくだ
さい。

KBCS110107

ABTS110108

KBCS110109

KBCS110110
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警告

1

●不要なスイッチ類の操作をしないで
ください。
装置の不意な作動により、スロープ
から車いすが転落するなど重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。
• ベルトフリースイッチを長押しす
ると、後退防止機能が解除されま
す。

■電動ウインチを使用するときは

電動ウインチ作動時、ウインチベルト
やベルト巻き取り部に触れないでくだ
さい。
ベルトの巻き取り不良やベルト巻き取
り部に手などを巻き込まれ、重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。

：ベルト巻き取り部

■車内後部のカバーについて

車内後部のカバーの上に乗ったり、
座ったりしないでください。
●カバーから転落してけがをするおそ
れがあります。

●カバーの中には装置の作動をコント
ロールする機器が設けてあります。
過度な力が加わるとカバーの破損や
機器の故障の原因になります。

■走行するときは
●車いす乗車時は、特に急発進、急ブレーキ、急旋回など「急」のつく運転は
しないでください。急な操作をすると、強い力が人や車いすおよび固定装置
などに加わり、大変危険です。
また、車いすの座席位置が高いため、車いすに乗車の方は車酔いしやすくな
ります。
安全に十分注意し、スピードを控えめに運転してください。

KBCS110113

KBCS110114

KBCS110115
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警告

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

●車いす乗車時に衝突回避支援ブレーキ機能が作動すると、強い力が人や車い
すおよび固定装置などに加わる場合があります。
安全に十分注意し、スピードを控えめに運転してください。
衝突回避支援ブレーキ機能について詳しくは、別冊「ハイゼットカーゴ／ア
トレー取扱説明書」を参照してください。

●スロープを展開したままお車を移動
させないでください。
スロープを展開したままお車を移動
させると、スロープの破損やスロー
プおよびバックドアが車外の人やも
のに当たるなど思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●車いす乗車時は、ウインチベルトと車いす固定ベルトを外さないでください。
車いすは、ウインチベルトと車いす固定ベルトで固定します。
ベルトを外すと走行中に車いすが動き、思わぬ事故につながったり、重大な
傷害を受けるおそれがあり危険です。

●車いす乗車者もシートベルトはしっかりと着用してください。
シートベルトの着用は、必ず介助の方が行い、正しく着用されていることを
確認してください。正しく着用されていないと、衝突時など十分な効果を発
揮せず、重大な損害を受けるおそれがあり危険です。
また、車いすによっては自動車の衝突時に強度の確保が困難であったり、車
いす乗車者の体格によっては、シートベルトが適切な位置に密着せず、急ブ
レーキや衝突時に十分な効果を発揮しないおそれがありますので、くれぐれ
も安全運転を心がけてください。

■タイヤパンク応急修理セットについて
タイヤパンク応急修理セットを使用してタイヤの応急修理をしたときは、ス
マートアシストが正しく作動しません。スマートアシストをOFFにしてくださ
い。詳しくは、別冊「ハイゼットカーゴ／アトレー取扱説明書」をご参照くだ
さい。

KBCS110112
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1

車いすの固定およびシートベルトの着用について

車内に乗車後の車いすの固定およびシートベルトの着用について、必ず
守っていただきたいことをまとめてあります。

知識

■車いすの停止位置について

a 左右位置：車両中央付近と車いすの
中央付近を合わせる

b 前後位置：フロア後方の停止目安線
を目安（車いすの後輪が停止目安線
を踏んでいる）に停止させる

車いすの車内への乗り入れかた
（→ P. 55）

警告

■走行前の車いす固定状態の確認
走行前に車いすが確実に固定されていることを確認してください。
確実に固定されていないと、走行中に車いすが動き出して転倒したり、車いす
が損傷するなど重大な事故につながるおそれがあり危険です。

車いすを前後左右にゆすり、ウインチベルトと車いす固定ベルトにたるみがな
く、確実に固定されていることを確認してください。（→ P. 67）

■バックドアを閉めるときは

バックドアが車いす乗車の方および車
いすに当たらないことを確認しなが
ら、ゆっくり閉めてください。
バックドアが車いす乗車の方の頭に当
たるなど、重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。また、車いすおよび
バックドアが破損するおそれもありま
す。

2

1

KBCS110201

KBCS110202
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警告

■車いす乗車の方のシートベルト着用確認
走行中は必ずシートベルトを正しく着用してください。
正しく着用しないと、急ブレーキをかけたときや衝突したときなどにシートベ
ルトが十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

a 上体を起こし、深く腰かけて座る
b アームレストの下に通す
車輪が大きい車いすの場合は、ス
ポークの間も通してください。

c 腰部ベルトを必ず腰骨のできるだ
け低い位置に密着させる
腰部ベルトがねじれないようにし
てください。

d 肩部ベルトを肩に十分にかける
• 首にかかったり、肩から外れない
ようにしてください。
• 肩部ベルトがねじれないように
してください。

e サイドパネルがある場合はシート
ベルトをサイドパネルの下側また
は開口部に通す

1

5

2
3

4

KBCS110204
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1

車両火災・故障・損傷を防ぐために

車両火災・故障・損傷を防ぐために、必ず守っていただきたいことをま
とめてあります。

警告

■清掃するときは

車内を水洗いしないでください。
また、飲みものをこぼしたり、雨水な
どがかからないように注意してくださ
い。電気部品に水がかかると、故障の
原因になったり、車両火災につながる
おそれがあり危険です。
万一、電気部品に水がかかってしまっ
た場合は、ダイハツサービス工場にご
相談ください。
お手入れ、清掃のしかたは、装置によ
り異なります。正しくお手入れ、清掃
をしてください。（→ P. 80～ 83）

注意

■スロープについて
スロープ先端接地時の耐荷重は200kg です。
●スロープ先端接地時、スロープに乗り入れる「車いす + 車いす乗車の方＋手
荷物+介助の方」の合計重量が200kg 以下であることを確認してください。

●スロープは車いすの乗降専用です。
荷物を載せたり耐荷重を超えるとス
ロープが損傷するおそれがありま
す。

KBCS110301

KBCS110302
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注意

■電動ウインチを使用するときは

電動ウインチを使用して、車いす以外
のものを車内外に出し入れしないでく
ださい。
電動ウインチが故障したり、ベルトが
切れるおそれがあります。

KBCS110303
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シート・室内装備
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2-1. シート

シートの構成および標準車との相違点

標準車のリヤシートと本車両のリヤシートの相違点をまとめてありま
す。
この項目に記載されていない使用方法（シートベルトの着用など）は標準車と同様
ですので、別冊「ハイゼットカーゴ／アトレー取扱説明書」を参照してください。

車両タイプ 標準車との相違点

スローパー

運転席は標準車と同様。
助手席は標準車と同様。
後席は専用リヤシート（背もたれ一体可倒式、格納可、取り外
し・前後スライド・リクライニング不可）

DC8A.book  20 ページ  ２０２１年１０月２６日　火曜日　午後３時４３分



212-1. シート

DC8A

2

リヤシート

シートの調整

a 背もたれ前倒し

リヤシートの格納のしかた

■ 格納のしかた
a お車を安全で平坦な場所に停止させ、パーキングブレーキを確実にかけ、
シフトレバーをPにする

b リヤシートのヘッドレストを取り外す
（→別冊「ハイゼットカーゴ／アトレー取扱説明書」の『ヘッドレスト』）

c ヘッドレストを助手席側デッキサ
イドの穴に差し込んで収納する

1

KBCS210201

KBCS210205
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d ハンドルを引いて、背もたれを前
に倒す

e シートロック解除ベルトを引きな
がら、リヤシート全体をゆっくり
と引き起こす

f 固定バンドを取り出す

g リヤシートを固定する
a リヤシートが倒れないように
支えながら、固定バンドを乗降
グリップにかけ、バックルを差
し込んで固定する

b 固定バンドを引いてバンドの
たるみを取る

h シートをもとに戻すときは逆の手順で行う

KBCS210202

KBCS210203

KBCS210206

1

2

KBCS210204

固定バンド

バックル
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警告

■リヤシートの格納・戻す操作をするときは
次のことをお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
●走行中にシートの格納・戻す操作をしないでください。
●安全で平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P に
してください。

●操作中は、可動部や結合部に手足を挟まないように注意してください。
●お子さまに操作させないでください。
●同乗者や荷物に当てないように注意してください。
●格納したシートの上およびシートを格納したときにできる床面に、人（車い
すで乗車する場合を除く）を乗せて走行しないでください。

●固定バンドがゆるまないように、固定バンドの長さを調整してください。
●不意にシートが動かないように、シートは必ず手で押さえながら操作してく
ださい。

●シートをもとに戻してロックしたあとは、シートを前後左右にゆすり、さら
にシートクッションを持ち上げるなどして、シートが確実に固定されている
ことを確認してください。
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チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルドシートを取り付ける前にお守りいただきた
いことや、チャイルドシートの種類および取り付け方法などを記載して
います。
●シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを乗せるときは、
チャイルドシートを使用してください。
取り付け方法は、商品に付属の取扱説明書に必ず従ってください。

●ダイハツでは、より安全にお使いいただくために、ダイハツ純正チャ
イルドシートの使用を推奨しています。
ダイハツ純正チャイルドシートは、ダイハツ車のために作られたチャ
イルドシートです。ダイハツサービス工場で購入することができます。

知っておいていただきたいこと

●チャイルドシートに関する注意事項および法規について、優先してお守り
ください。

●お子さまが成長し、適切にシートベルトを着用できるようになるまでは
チャイルドシートを使用してください。

●お子さまの年齢・体格に合わせて、適切なチャイルドシートをお選びください。

●すべてのチャイルドシートがすべての車両に適合するわけではありませ
ん。チャイルドシートの使用・購入の際は、あらかじめ取り付けるシート
位置との適合性を確認してください。（→ P. 28）

チャイルドシートの適合性について

■ 質量グループについて

UN（ECE）R44※ の基準に適合するチャイルドシートはお子さまの体重
により次の5種類に分類されます。
グループ0： 10kgまで

グループ0+：13kgまで

グループⅠ： 9～ 18kg

グループⅡ： 15～ 25kg

グループⅢ： 22～ 36kg

※UN（ECE）R44は、チャイルドシートに関する国際法規です。
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チャイルドシートの種類

ベビーシート
UN（ECE）R44基準のグループ0、
0+に相当

チャイルドシート
UN（ECE）R44基準のグループ0+、
Ⅰに相当

ジュニアシート
UN（ECE）R44基準のグループⅡ、
Ⅲに相当

KBCA110601 KBCA110602

KBCA110603
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警告

■お子さまを乗せるときは
次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
●事故や急停止の際、効果的にお子さまを保護するために、必ず正しく取り付
けられたチャイルドシートを使用して、しっかり体を固定してください。お
子さまに最適なチャイルドシートについては、チャイルドシート製造業者、ま
たは販売業者にご相談ください。

●ダイハツでは、お子さまの年齢や体格に合った適切なチャイルドシートを取
り付けることを推奨します。

●お子さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事
故の際、お子さまがフロントウインドウガラスや乗員、車内の装備にぶつか
るおそれがあります。

■チャイルドシートについて
次のことをお守りいただかないと、急ブレーキをかけたときや衝突したときな
どに飛ばされるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
●事故などで車両に強い衝撃を受けた場合は、チャイルドシートにも目に見え
ない破損があるおそれが強いため、再使用しないでください。

●チャイルドシートによっては、取り付けができない、または取り付けが困難
な場合があります。その場合は、お車への取り付けに適したチャイルドシー
トであるか確認してください（→ P. 28）。本書のチャイルドシート固定方法
およびチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの上、確実に取り
付け、使用方法をお守りください。

●チャイルドシートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかり取
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてく
ださい。

●チャイルドシートの取り外しが必要な場合は、車両から外して保管するか、ラ
ゲージルーム内に容易に動かないように収納してください。
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チャイルドシートを使用するときは

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
●助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシートを後ろ
向きに取り付けないでください。
後ろ向きに取り付けていると、事故などで助手席SRSエアバッグがふくらん
だとき、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがありま
す。助手席側のサンバイザーに、同内容のラベルが貼られています。併せて
参照してください。

●助手席に前向きにチャイルドシート
を取り付ける場合には、助手席シー
トをいちばん後ろに下げて取り付け
てください。
助手席 SRS エアバッグはかなりの
速度と力でふくらむので、お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■チャイルドシートを使用するとき
●ジュニアシートを使用している場合は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の中
心にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちない
ようにしてください。

●お子さまの年齢や体格に合ったチャイルドシートを使用してください。

KBCA110712

KBCA110713
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シート位置別チャイルドシートの適合性

■ シート位置別チャイルドシートの適合性について

シート位置別チャイルドシートの適合性（→ P. 29）は、使用可能なチャ
イルドシートの種類や取り付け可能な座席位置を記号で表しています。ま
た、お子さまに合った推奨チャイルドシートについても選択することがで
きます。
推奨チャイルドシートについては、「推奨チャイルドシートと適合性一覧
表」を確認してください。（→ P. 31）
次に記載されている、「シート位置別チャイルドシートの適合性を確認する
前に」も併せて確認してください。
■ シート位置別チャイルドシートの適合性を確認する前に
a チャイルドシートの規格を確認する
UN（ECE）R44※1に適合したチャイルドシートを使用してください。
適合したチャイルドシートには、次の認可マークが表示されています。
チャイルドシートに付いている認可マークを確認してください。
法規番号の表示例
UN（ECE）R44認可マーク※2
対象となるお子さまの体重の範囲
が記載されています。

※1 UN（ECE）R44は、チャイルドシートに関する国連法規です。
※2 表示されているマークは、商品により異なります。

KBTC110604
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b チャイルドシートのカテゴリーを確認する
チャイルドシートのカテゴリーが次のどのカテゴリーに該当するのか、
チャイルドシートの認可マークを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイルドシートに付属の取扱説明書を確認いた
だくか、または販売業者へ確認してください。

• ユニバーサル
「universal（汎用）」
• セミユニバーサル
「semi-universal（準汎用）」
• リストリクティッド
「restricted（限定）」
• ビークルスペシフィック
「vehicle specific（特定車両）」

■ シート位置別チャイルドシートの適合性

 推奨チャイルドシートと適合性一覧表（→ P. 31）に記載されたチャ
イルドシートに適しています。

 チャイルドシートの取り付けに適していません。

 やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャ
イルドシートを後ろ向きに取り付けないでください。

KBTC110606

KBCS210305

a※1、2、3 ※4
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※1 シートをいちばん後ろに下げた状態で取り付けてください。
※2 背もたれを一旦前に倒し、1 段目の固定位置（a）まで起こした位置に調整し

てください。

※3 調整式ヘッドレスト装着車：ヘッドレストとチャイルドシートが干渉してチャ
イルドシートが正しく取り付けられない場合、ヘッドレストを最上段に固定す
るか、ヘッドレストを取り外してください。

※4 チャイルドシートは必ず、前向きで使用してください。

■ チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記の
表に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができま
す。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシート
に付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに
「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャイ
ルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合わ
せの上、適合性を確認してください。

着座位置

シート位置の番号 a

ユニバーサル（汎用）ベルト式に搭載可能な着座位置（有／無） 無

ベルト固定の推奨チャイルドシートに適する着座位置（有／無） 有

i-Size 着座位置（有／無） 無

搭載可能な横向きチャイルドシート着座位置の治具（L1／ L2） ×

搭載可能な後ろ向きチャイルドシートの治具（R1／R2X／R2／ R3） ×

搭載可能な前向きチャイルドシートの治具（F2X／ F2／ F3） ×

搭載可能なジュニアシートの治具（B2／B3） ×

1

KBCA110607
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■ 推奨チャイルドシートと適合性一覧表

警告

チャイルドシートを使用するときは、運転者の肩部ベルトが確実に肩を通り、腰
部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置に密着することを確認してください。チャ
イルドシートの種類によっては、運転者の体またはシートベルトがチャイルド
シートと干渉するためシートベルトが正しく着用できず、十分な効果を発揮でき
ない場合があります。その場合は、チャイルドシートを使用しないでください。お
守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型後ろ向きチャイルドシート

R2 小型後ろ向きチャイルドシート

R2X 小型後ろ向きチャイルドシート

R1 後ろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

質量グループ 推奨チャイルドシート
着座位置

a

Ⅰ
（9～18kg）

ダイハツ純正チャイルドシート（シートベルト固定専用）
◯

前向きのみ

Ⅱ、Ⅲ
（15～ 36kg）

ダイハツ純正ジュニアシート（ハイバックタイプ） ◯
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チャイルドシートをシートベルトで固定する

■ シートベルトで固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明書に従ってチャイルドシートを取り付
けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユニバーサル」カテゴリーでない（また
は必要な情報が表の中にない）場合は、チャイルドシートメーカーが提供
する「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合わせの上、適
合性を確認してください。（→ P. 29）
a シートをいちばん後ろに下げる

b 背もたれを一旦前に倒し、1 段目
の固定位置（a）まで起こした位
置に調整する

c 調整式ヘッドレスト装着車は、
ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合、ヘッ
ドレストを最上段に固定するか、
ヘッドレストを取り外す（→別冊
「ハイゼットカーゴ／アトレー取
扱説明書」の『ヘッドレスト』）

d チャイルドシートにシートベルト
を取り付け、プレートをバックル
に“カチッ”と音がするまで差し込
み、ベルトがねじれていないよう
にする
チャイルドシートに付属の取扱説明書
に従い、シートベルトをチャイルドシー
トにしっかり固定させてください。

1

KBCA110620

KBCS210309

KBCS210310
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e チャイルドシートにシートベルト
の固定装置が備わっていない場合
は、ロッキングクリップ（別売）
を使用して固定する
ロッキングクリップの購入に当たって
は、ダイハツサービス工場にご相談くだ
さい。

f 取り付け後はチャイルドシートを前後左右にゆすり、しっかり固定され
ていることを確認する（→ P. 33）

■ チャイルドシートの取り外し

バックルの解除ボタンを押し、シートベルトをチャイルドシートから取り
外す
バックル解除時に、シートクッションの反発により、チャイルドシートが跳ね上がる
ことがあります。チャイルドシートを押さえながらバックルの解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られますので、ゆっくり戻してください。

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
●お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一ベルトが首に巻き付
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。誤ってそのような状態になってしまい、バックルも外せない
場合は、ハサミなどでシートベルトを切断してください。

●シートベルトのプレートとバックルがしっかり固定されて、ベルトがねじれ
ていないか確認してください。

●チャイルドシートを前後左右にゆすって、しっかり固定されているか確認し
てください。

●チャイルドシートを固定したあとは、シートを操作しないでください。
●ジュニアシートを使用している場合は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の中
心にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちない
ようにしてください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの上、確実に取り付
け、使用方法をお守りください。

KBPA110705
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

2-2. 室内装備

その他の室内装備

リヤヒーター★

車内の後方部分を暖房することができます。
■ リヤヒーターを使用するときは
スイッチを押すと、リヤヒーターが作
動します。
リヤヒーター作動中は、スイッチの作動
表示灯が点灯します。

■ 温度を調整する
設定温度を上げるときは温度調節レ
バーを右に、下げるときには左に操作
する

知識

■作動条件
エンジンスイッチが“ON”のとき

注意

■バッテリーあがりを防止するために
エンジン停止中は、必要以上にリヤヒーターを使用しないでください。

KBCA510401

KBCS220103
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フロア照明灯

a スイッチを押してランプを消灯す
る

b 中間位置にしてドアポジション
（ドア連動）にする
バックドアを開けると点灯し、閉めると
消灯します。

注意

■バッテリーあがりを防止するために
エンジンが停止した状態で、長時間ランプを点灯しないでください。

手すり

車両走行中、車いす乗車の方のゆれに
対するアシストバーとして使用して
ください。

注意

■手すりについて
故意に引っ張るなど過剰な力をかけないでください。車両を損傷するおそれが
あります。

2 1
KBCS220104

KBCS220105
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リモコンポケット

電動ウインチを使用しないときは、リ
モコンを収納してください。

KBCS220102
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車いすの車内外への乗降

3-1. スロープを使用する前に
ご使用前に確認して
いただきたいこと ………… 38

3-2. 車いすの車内外への乗降・固定
操作の流れ …………………… 42
作動条件の確認 ……………… 46
スロープの展開・格納 ……… 48
車いすの車内外への乗降 …… 54
車いすの車内での
固定・解除 ………………… 66
車いす乗車者用3点式
シートベルトの使いかた … 71
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3-1. スロープを使用する前に

ご使用前に確認していただきたいこと

車いすまたは人を乗せた車いすを、スロープ上を移動してお車に乗り降
りさせます。
操作はすべて介助の方が行ってください。

室内レイアウト

車いすの乗車有無により、最大乗車人数が異なります。

路面について

スロープは水平で平坦な場所での使用が条件になります。
また、車両周辺・下側に突起物などがないことを確認してください。

車両タイプ 室内レイアウト 乗車人数

スローパー

車いすご利用時
乗車人数4名

（3名＋車いす1名）

車いすを
ご利用しないとき
乗車人数3名
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重量について

●スロープ先端接地時の耐荷重は200kg です。スロープ先端接地時、ス
ロープに乗り入れる「車いす+車いす乗車の方+手荷物+介助の方」
の合計重量が200kg 以下であることを確認してください。

●スロープを前倒しにしたときは、スロープの上に載せる荷物の重量が
110kg 以下であることを確認してください。

スロープ内幅について

スロープの内幅は710mmです。

車いす乗車の目安

a 有効室内高：1380mm
b 開口高：1415mm

ABTS310101

2
1

KBCS310102
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乗車可能な車いすについて

次の寸法を満たしていることを確認してください。車いすの形状によって
は次の寸法内であっても乗車できない場合があります。その際はダイハツ
サービス工場にご相談ください。
●一部の電動車いすは乗車できません。

●3輪の車いすは乗車できません。

●車いすのフレーム形状によっては、車いす固定ベルトのフックが正しくか
けられないときがあります（→ P. 66）。

●車いすのアームレスト下側にカバーなどがある場合、シートベルトを正し
く着用できないことがあります（→ P. 71～ 74）。
＜寸法（目安）＞
a 車いす全幅：715mm以下
b 車いす全長（車いすのフットレス
ト先端から後端までの距離）：
1625mm以下

c 全高（乗車可能な座高と着座面の
高さの合計）：1370mm以下

1 2

2

3

KBCS310103

DC8A.book  40 ページ  ２０２１年１０月２６日　火曜日　午後３時４３分



413-1. スロープを使用する前に

DC8A

3

知識

■車いす用ヘッドレストについて
車いすはヘッドレストが装着されているものをおすすめします。ヘッドレスト
が装着されていない場合は、別売の車いす用ヘッドレストを装着し、適切な位
置（ヘッドレスト中央が耳の後方になる高さ）に調整してください。詳しくは
ダイハツサービス工場にご相談ください。

警告

■乗降するときは
安全で平坦な場所に駐車してください。交通量の多い道路や狭いところ、不整
地や傾斜地でスロープを使用すると、思わぬ事故や車両の損傷につながるおそ
れがあり危険です。

■走行するときは
スロープを展開したままお車を移動させないでください。

スロープを展開したままお車を移動させると、スロープの破損やスロープおよ
びバックドアが車外の人やものに当たるなど思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。（→ P. 14）

■車いすを車内に乗り入れたときは
フロントシートの後方スライドや背もたれを後ろ側に倒す操作を急激に行わな
いでください。

フロントシートの操作を急激に行うと、車いす乗車の方に当たり、けがをする
おそれがあります。車いす乗り入れ後、フロントシートの調整をするときは、車
いす乗車の方に当たらないことを確認しながらゆっくりと行ってください。

■けがを防ぐために
●取手、ベルト、スロープロック解除ハンドルおよび前倒しレバー以外のスロー
プ各部は触れないようにしてください。所定位置以外では手足を挟むおそれ
があります。

●積雪、降雪、雨天時は、スロープ表面が滑るおそれがありますので、ご注意
ください。

注意

■損傷を防ぐために
スロープの耐荷重200kg（→ P. 39）を超えないようにしてください。

スロープが損傷するおそれがあります。
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3-2. 車いすの車内外への乗降・固定

操作の流れ

スロープ・ウインチベルトおよび車いす固定ベルトを使用して車いすを
車内外に乗降・固定するときは、次の手順で行います。
すべての操作は介助の方が行ってください。

車いすを車内に乗り入れ・固定するときは

a お車を安全で平坦な場所に停止させ、パーキングブレーキを確実にかけ、
シフトレバーをPにする

b バックドアを全開位置まで開ける
（→ P. 48）

c スロープを展開する（→ P. 48）

d 車いすをスロープに近付けて止め、車いすのブレーキを両輪ともかける
（→ P. 55）

e 作動表示灯が点灯するまでベルト
フリースイッチを長押しし、ウイ
ンチベルトのフックを車いす固定
ベルト（左右）のフックから取り
外し、ウインチベルトを引き出す
（→ P. 55）

KBCS320101

KBCS320102

点灯

KBCS320103
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f 車いす前側フレームの左右対称位
置に、ウインチベルトがねじれな
いようにフックをかける
（→ P. 55）

g 車いすを車内に乗り入れる
a 車いすのブレーキを両輪とも
解除する

b ワイヤレスリモコンを操作し、
所定の位置まで乗り入れる
（→ P. 56）

h 車いすを車内に固定する
a 車いすの後部フレームに車い
す固定ベルトのフックをかけ
る（→ P. 66）

b 車いすの固定ベルトを引っ張
り、ベルトのたるみを取る
（→ P. 66）

c ワイヤレスリモコンを操作し
てウインチベルトを巻き上げ、
車いすを固定する（→ P. 67）

KBCS320104

KBCS320105

KBCS320106

KBCS320107
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i 車いすのブレーキを両輪ともかける
j 車いす乗車者用3点式シートベルトを着用する（→ P. 71～ 74）
k スロープを格納する（→ P. 49）
l バックドアを閉める（→ P. 49）

車いすを車外に降ろすときは

a お車を安全で平坦な場所に停止させ、パーキングブレーキを確実にかけ、
シフトレバーをPにする

b 車いすの両輪にブレーキがかかっていることを確認する
c バックドアを全開位置まで開ける
d スロープを展開する（→ P. 48）
e 車いす乗車者用3点式シートベルトを外す（→ P. 75）
f 車いすの固定を解除する

a レバーを押して車いす固定ベ
ルトをゆるめる

b 車いすの後部フレームから
フックを取り外す（→ P. 68）

g 車いすを車外に降ろす
a 車いすのブレーキを両輪とも
解除する

b ワイヤレスリモコンを操作し、
車いすを車外に降ろす
（→ P. 57）

h 車いすのブレーキを両輪ともかける

KBCS320108

KBCS320109
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i ウインチベルトのフックを車いす
の前部フレームから取り外し、ベ
ルトがねじれないように巻き取る
（→ P. 58）

j ウインチベルトのフックを車いす固定ベルトのフックにかける
（→ P. 58）

k スロープを格納する（→ P. 49）
l バックドアを閉める

警告

■車両の駐車場所について
●安全で平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P に
してください。（→ P. 11）
交通量の多い道路や狭いところ、不整地や傾斜地でスロープを使用すると、思
わぬ事故や車両の損傷につながるおそれがあり危険です。

●階段や段差を利用して車いすの乗り入れをしないでください。（→ P. 11）
段差を利用すると車いすがスロープから転落したり、スロープが段差から外
れて破損するなど、重大な事故につながるおそれがあり危険です。

●可燃物付近に駐車しないでください。（→ P. 11）
車両後方や排気管付近に燃えやすいものがあると火災になるおそれがあり危
険です。

注意

■破損を防ぐために
バックドアを閉めるときは、スロープが正しく収納され、左右のロックが確実
にかかっていることを確認してください。バックドアおよびスロープが破損す
るおそれがあります。

KBCS320110
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作動条件の確認

電動ウインチの作動条件について

電動ウインチは、次の作動条件をすべて満たす場合に作動します。
●作動途中で作動条件を満たさなくなるとブザーが鳴り、電動ウインチの作
動が停止します。（→ P. 47）

●誤操作（例：ワイヤレスリモコンの操作中にベルトフリースイッチを押
す）するとブザーが鳴り、装置の作動が停止します。（→ P. 47）

※バッテリーあがり防止のため、エンジンを停止させた状態で電動ウインチを長時
間作動させないでください。

装置 作動条件

電動ウインチ※
シフトレバー「P」

ベルトフリースイッチ「作動表示灯消灯」

バックドア「開」
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知識

■ブザーについて
動作や状況に応じて次のようにブザーが鳴ります。

※何も操作しない状態が 2分以上続くと、ブザーが鳴りやみます。（作動表示灯も消灯し
ます）

■警告時のブザーについて
動作や状況に応じて次のようにブザーが鳴ります。

ブザー 動作・状況

ピーッ（0.75秒） ベルトフリースイッチを長押しし、ベルトフリー
モードに移行したとき

ピッ・・・ピッ・・・※
ベルトフリースイッチの作動表示灯点灯時
（ベルトフリーモード時）

ピッピッピッ
シフトレバーをPにしてバックドアを開けてから電
動ウインチを5分以上操作しなかったとき（省電力
モード移行時）

ブザー 動作・状況

警
告
時

ピー・・・
電動ウインチの作動中、シフトレバーをP以外に動か
したとき

誤操作により作動停止したとき

ピー（2秒間）

電動ウインチの作動中、バックドアを閉めて作動停止
したとき

電動ウインチが異常検知（例：電動ウインチモーター
の左右回転数差が大きい）により作動停止したとき

ピッピッピッ

規定重量（車いす乗車の方＋車いすの合計重量が
約120kg）を超えて電動ウインチを使用したとき

電動ウインチ作動時、車いす乗車の方が車内シートな
どに当たって負荷を受けたとき

電動ウインチ上昇作動時の停止位置で負荷が増大した
とき
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スロープの展開・格納

操作前の確認事項

お車を安全で平坦な場所に停止させ、パーキングブレーキを確実にかけ、シ
フトレバーをPにしてください。

スロープの展開のしかた

a バックドアを全開にしたあと、ス
ロープロック解除ハンドルを起こ
す
スロープロック解除ハンドルを固定爪
から外してください。

b スロープを展開する
a スロープを手で支えながら、ス
ロープロック解除ハンドルを
引き代（図の破線）が見えるま
で引き、スロープのロックを解
除する
• スロープのロックが解除された
ら、ハンドルから手を離してくだ
さい。

b スロープ先端の取手をしっか
り持って、スロープを車外へ
ゆっくり引き出す

c スロープをいっぱいまで引き
出したら、静かに接地させる

KBCS320301

固定爪

スロープロック
解除ハンドル

1

2

3

KBCS320302

取手

スロープロック解除ハンドル

引き代
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3

スロープの格納のしかた

a スロープを格納する
a スロープ先端の取手をしっか
り持って、スロープをゆっくり
持ち上げる

b スロープをいっぱいまでゆっ
くり押し込む

c スロープをゆっくり立てて格
納する
•“カチッ”と音がするまで押し込
み、確実にロックさせます。

• スロープ先端の取手を持って前後
左右にゆすり、確実にロックして
いることを確認します。

b スロープロック解除ハンドルを収
納後、バックドアを閉める
スロープロック解除ハンドルは、固定爪
にかけて収納してください。

1

2

3

KBCS320303

取手

スロープ

12

KBCS320304

スロープロック
解除ハンドル

固定爪
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スロープ前倒し機構

スロープを使用しないときは、スロープを前倒しにすることができます。
■ スロープの前倒し・起こす操作をする前に
a お車を安全で平坦な場所に停止させ、パーキングブレーキを確実にかけ、
シフトレバーをPにする

b スロープを格納する（→ P. 49）
格納後、次のことを確認します。
• スロープ先端の取手を持って前後左右にゆすり、確実にロックしていること
• スロープがいっぱいまで格納されていること

■ スロープの前倒しのしかた
a 面ファスナーからスロープの
ベルトを取り外す

b 左手でベルトを持ちながら、右手
で前倒しレバーを引く

c ベルトをしっかり持ち、スロープ
をゆっくりと前方に倒す

d ベルトを面ファスナーに貼り付け、もとに戻す

KBCS320308
面ファスナー

ベルト

KBCS320305

ベルト

前倒しレバー

KBCS320306

ベルト
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■ スロープの起こしかた
面ファスナーからベルトを取り外し、
ベルトを持ち、スロープを手前に起こ
す
•“カチッ”と音がするまで起こし、確実
にロックさせます。

• スロープ先端の取手を持って前後左右
にゆすり、確実にロックしていること
を確認します。

• 操作後は、ベルトを面ファスナーに貼
り付け、もとに戻します。

知識

■スロープについて
スロープ引き出し部のレールをときどき点検し、石などの異物がつまっていな
いことを確認してください。異物がつまると、スロープの引き出し・格納がで
きなくなります。スロープの引き出し・格納がしづらくなったときは、スロー
プの清掃をしてください。（→ P. 80）

警告

■スロープを使用するときは
●スロープ展開後、スロープ先端が完全に接地していることを確認してくださ
い。
段差やスロープ下部にものが当たるなどにより、スロープ先端の接地が不十
分な状態で乗降すると、介助の方が足を踏み外して転倒したり、スロープか
ら車いすが転落するなど重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。また、ス
ロープが破損するおそれもあります。

●スロープを展開したままお車を移動させないでください。
スロープを展開したままお車を移動させると、スロープの破損やスロープお
よびバックドアが車外の人やものに当たるなど思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

■スロープを操作するときは
●スロープのロックを解除するときは、必ず片方の手でスロープ先端の取手を
持ってください。
スロープ先端の取手を持たずにスロープのロックを解除すると、スロープが
不意に倒れ、けがをするおそれがあります。

KBCS320307

取手

ベルト
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警告

●スロープの引き出し・格納をするときは、必ずスロープ先端の取手を持って
操作してください。
スロープ先端の取手以外の場所を持って操作すると、格納部やレール部で手
を挟むなど、けがをするおそれがあります。

●スロープの引き出し・格納途中で絶対にスロープ先端の取手から手を離さな
いでください。
スロープが落下し、足に当たってけがをしたり、スロープが損傷するおそれ
があります。

●スロープの引き出し・格納をするときは、足元に注意しながら行ってくださ
い。スロープと地面の間で足を挟んだり、足がスロープに当たってけがをす
るおそれがあります。また、つまずいて転倒するおそれがあります。

●スロープを引き出すときは、いっぱいまで引き出してください。
いっぱいまで引き出さずに使用すると、スロープが急角度になって乗降が困
難になったり、路面によっては乗降時スライド部分が動き、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

●スロープを展開した状態やスロープの展開・格納中にスロープ前倒しレバー
を操作しないでください。思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。ま
た、スロープの変形や、地面との接触によるバンパー傷付きの原因となりま
す。

■スロープの前倒し・起こす操作をするときは
●スロープを前倒しにするときは、坂道や傾斜面を避け、平坦な場所で行って
ください。

●スロープを前倒しにするときは、スロープを倒す方向に人やものがないこと
を確認してください。
スロープ前倒し時、スロープが人に当たってけがをしたり、ものに当たって
スロープやものが破損するおそれがあります。

●スロープを前倒し・起こすときは、必ずスロープのベルトを持って、行って
ください。スロープ両端のレール部などを持つと、手や指を挟むなど、けが
をするおそれがあります。

●スロープを起こしたあとは、左右のロックが確実にかかっていることを確認
してください。

●スロープを前倒しから展開するときは、一度起こしてスロープをロックさせ
たあと、展開操作してください。

●スロープを前倒し・起こしている途中でスロープロック解除ハンドルを操作
しないでください。思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
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注意

■故障・損傷・破損を防ぐために
●スロープを格納したときは、スロープ先端の取手を持って前後左右にゆすり、
確実にロックしていることを確認してください。
確実にロックしていないと、走行中に異音が発生したり、バックドアに当た
り損傷するおそれがあります。

●スロープのロックが解除されたら、ハンドルから手を離してください。
ハンドルに強い力が加わると故障するおそれがあります。

●スロープ前倒し時、スロープ面上の金具の上に荷物を載せないでください。
荷物を破損させるおそれがあります。
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車いすの車内外への乗降

電動ウインチを使用して、車いすを車内外に乗降します。

操作前の確認事項

電動ウインチの作動条件を確認してください。（→ P. 46）

ワイヤレスリモコン

ワイヤレスリモコンでウインチベルトの引き出し・巻き上げ操作ができま
す。
■ 各部の名称

a 動作表示 LED
b 上昇スイッチ
c 下降スイッチ
d 電源スイッチ

3

4

1
2

ABTS320401
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車いすの車内への乗り入れかた

a 車いすをスロープの手前で停止
し、車いすのブレーキを両輪とも
かける
車いすの中央付近とスロープの中央付
近を合わせます。

b ベルトフリースイッチを作動表示
灯が点灯するまで長押しする
ウインチベルトのロックが解除され、ベ
ルトフリーモードに移行します。
ベルトフリーモード中（約 2 分間）は
ブザーが鳴ります。

c ウインチベルトのフックを車いす
固定ベルトのフックから取り外す

d ウインチベルトのフックを持ち、
手動でベルトを引き出しながら、
車いすに近付く
ベルトがねじれないように引き出しま
す。

e ウインチベルトにねじれがない状態で、車いすの前部フレームのいちば
ん下の接合部にフックをかける

ABTS320402

KBCS320403

KBCS320409

ウインチ
ベルト

車いす
固定ベルト

KBCS320404
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f スロープが確実に接地していることを確認し、車いすのブレーキを両輪
とも解除する

g ウインチベルトを巻き取りなが
ら、車いすを車内に乗り入れる
a ワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押して、ウインチベル
トをロックし、動作表示 LED
が赤色点灯中（6秒以内）に上
昇スイッチを押し続ける
動作表示LEDが緑色点滅に変わり、
ウインチベルトが巻き取られます。
上昇スイッチを押すとベルトフリー
モードは解除され、後退防止機能が
作動します。

b 車両中央付近と車いすの中央
付近を合わせた位置に乗り入
れる

h 車いすの後輪がフロア後方にある
停止目安線の位置で、ワイヤレス
リモコンの上昇スイッチから指を
離す
• 動作表示 LED が消灯し、ウインチベ
ルトの巻き取りが停止します。

• 車いすの後方にスペースが確保され
ていることを確認してください。

以上で車いすの車内の乗り入れは完了です。次に車いすを車内に固定しま
す。（→ P. 66）

KBCS320406

動作表示
LED 上昇スイッチ

電源
スイッチ

KBCS320411

車両前方

停止目安線

停止目安線
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車いすの車外への降ろしかた

a 操作前に次の状態を確認する
• 車いすにブレーキがかかっていること
• 車いす乗車者用3点式シートベルトが外されていること（→ P. 75）
• 車いす固定ベルトが車いすから取り外されていること（→ P. 68）

b 車いすのブレーキを両輪とも解除する
c ウインチベルトを引き出しなが
ら、車いすを車外に降ろす
a ワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押し、動作表示 LED
が赤色点灯中（6秒以内）に下
降スイッチを押し続ける
• 動作表示 LED が緑色点滅に
変わり、ウインチベルトが引
き出されます。
• ウインチベルトが引き出せ
ないときは、「ウインチベル
トが引き出せないときは」を
参照してください。
（→ P. 60）

b 車いすのハンドルをしっかり
持ち、車いすをスロープ外まで
降ろしたら、スイッチから手を
離す

d 車いすのブレーキを両輪ともかける
e ベルトフリースイッチを作動表示
灯が点灯するまで長押しする
ウインチベルトのロックが解除され、ベ
ルトフリーモードに移行します。
ベルトフリーモード中（約2分間）は
ブザーが鳴ります。

KBCS320407

動作表示
LED 下降スイッチ

電源
スイッチ

KBCS320403
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f ウインチベルトを車いすから取り
外し、車いす固定ベルトのフック
にかける
a 左右のウインチベルトを少し
引いてフックを車いすから取
り外したあと、ウインチベルト
を持ち、ねじれないように巻き
取る

b 左右のウインチベルトのフッ
クを車いす固定ベルトのフッ
クにかける

g スロープを格納し、バックドアを閉める

知識

■ベルトフリースイッチについて
ベルトフリースイッチを操作後、何も操作しない状態が約 2 分以上続くと、ス
イッチOFF状態（作動表示灯消灯・ブザー停止）に切り替わります。

■ウインチベルトについて
●ウインチベルトがねじれていないことを確認してください。ベルトがねじれ
ていると巻き取り不良になり、車いすを完全に車内に入れることができませ
ん。

●電動ウインチを使用する前にベルトの点検をし、ベルトにほつれ・すり切れ
ができたり、正常に作動しなくなったときは、ダイハツサービス工場で交換
してください。

●ベルトが汚れるとベルトの戻りが悪くなることがあります。ベルトの戻りが
悪くなったときは、ベルトの清掃をしてください。（→ P. 82）

■電動ウインチの作動モードについて
●電動ウインチはベルトフリーモード以外のとき、常に後退防止機能が作動し
ます。

●ベルトフリーモード時（作動表示灯点灯）であっても、ワイヤレスリモコン
を操作すると後退防止機能が作動し（作動表示灯消灯）、電動ウインチが作動
します。

1

2

KBCS320408

ウインチベルト

車いす
固定ベルト
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知識

3

■ワイヤレスリモコンの作動条件について
●ワイヤレスリモコンは、周囲の状況により作動可能範囲が変わることがあり
ます。

●周囲の電波状態により、下降スイッチまたは上昇スイッチを押しても電動ウ
インチが作動しなくなることがあります。その際はワイヤレスリモコンでの
操作位置を変えて操作してください。
その際、スイッチは押し直してください。押し続けたまま操作位置を変えて
も電動ウインチは作動しません。

■ワイヤレスリモコンについて
●電源スイッチを押してから6秒以内（動作表示 LEDが赤色点灯中）に下降ス
イッチまたは上昇スイッチを押さないと、自動的に電源が切れます。（動作表
示 LED消灯）

●下降スイッチまたは上昇スイッチを押すと、電源はスイッチから指を離した
時点より6秒延長します。

●電動ウインチ作動中に下降スイッチまたは上昇スイッチから指を離すと、電
動ウインチの作動は停止します。

●電動ウインチは下降スイッチまたは上昇スイッチを押している間、作動しま
す。断続的にスイッチを押しても電動ウインチは作動しません。

●複数のスイッチを同時に押すと、電動ウインチは作動しません。
●ワイヤレスリモコンは電波法の認証に適合しています。必ず次のことをお守
りください。
• 電池交換時以外は、不用意に分解しないでください。分解、改造したものを
使用することは法律で禁止されています。
• 必ず日本国内で使用してください。

●ワイヤレスリモコンを交換したときは、IDコードを登録する必要があります。
登録はダイハツサービス工場にお申し付けください。

■ワイヤレスリモコンの電池について
●電池寿命は約1年間です。（1回の操作時間を30秒、1日の操作回数を20
回で計算した場合）ただし、電池寿命は実際の使用状況によって変わります。

●ワイヤレスリモコンを操作しても電動ウインチが作動しない場合や、著しく
作動可能距離が短くなった場合、または動作表示LEDが点灯しなくなったり、
点滅しなくなった場合は、電池の消耗が考えられます。電池を交換してくだ
さい。電池はお客様ご自身で交換できます。（→ P. 103）
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知識

■航空機に乗るときは
航空機にワイヤレスリモコンを持ち込む場合は、航空機内でワイヤレスリモコ
ンのスイッチを押さないでください。また、かばんなどに保管する場合でも、簡
単にスイッチが押されないように保管してください。スイッチが押されると電
波が発信され、航空機の運航に支障をおよぼすおそれがあります。

■ウインチベルトが引き出せないときは
●ウインチベルトを手動で引き出す際、ベルトフリースイッチを長押しし、ベ
ルトフリーモードにしても、まれにウインチベルトが引き出せないことがあ
ります。
このときはウインチベルトに力が加わっていない状態で再度スイッチを押
し、ベルトフリーモードにするとベルトが引き出せます。
再度操作してもウインチベルトが引き出せないときはダイハツサービス工場
に連絡してください。

●車いすを車内に乗り入れた際、車いすの後輪を持ち上げるなどにより、ウイ
ンチベルトが過剰に巻き取られた場合、車いすを車外に降ろすときにウイン
チベルトが引き出せなくなることがあります。
このときは車いすを少し前に出す、または車いすの後輪を少し持ち上げるな
ど、ウインチベルトを少しゆるめた状態でワイヤレスリモコンの電源スイッ
チを押してから下降スイッチを押すと、ウインチベルトが引き出せます。

警告

■ハイゼット／アトレー スローパーの操作をするときは
●操作はすべて介助の方が安全に十分注意しながら行ってください。
• 車いす乗車の方が操作すると、手足を挟まれたり、車いすがスロープから転
落するなど重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。
• 急に車いすの乗降を行うと、車いすが転倒するおそれがあり危険です。（車
いすを車外に降ろすときは特にご注意ください。）
• 車内を移動するときは、車いす乗車の方の手足や腕がシートなどに挟まれな
いように注意してください。

●風の強い場所や風雨の強い日、または降雨時や降雪時など悪天候のときはス
ロープが滑りやすいので注意してください。

●スロープ表面がぬれている状態で車いすをスロープに乗り入れないでくださ
い。
スロープ表面がぬれていると滑りやすくなります。スロープ表面の水分をふ
き取ってから使用してください。
雨天時など、完全に水分をふき取れない場合は、足元に十分注意してくださ
い。
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3

●介助の方は、車いすに乗車されている方の手や足が車いすの内側にあること
を確認してください。
車内の部品で手や足を挟み、けがをするおそれがあります。

●介助の方が車いすから離れるとき（ベルトのフックの脱着時やベルトフリー
スイッチ操作時など）は、車いすのブレーキを両輪とも確実にかけてくださ
い。車いすのブレーキを両輪ともかけずに車いすから離れると、車いすが自
重で後退するなど思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■車いすの車内外への乗降操作をするときは
●スロープに乗降するときは足元に注意し、スロープ中央を通ってください。
中央以外を通ると足を踏み外し、スロープから転落するなど重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。
傾斜したスロープは車いすがバランスをくずしやすく、脱輪や転倒のおそれ
があります。車いすの動きに注意し、ゆっくり乗降してください。

●スロープ展開後、スロープ先端が完全に接地していることを確認してくださ
い。
段差やスロープ下部にものが当たるなどにより、スロープ先端の接地が不十
分な状態で乗降すると、介助の方が足を踏み外して転倒したり、スロープか
ら車いすが転落するなど重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。また、ス
ロープが破損するおそれがあります。

●スロープに車いすを載せたときは、不要なスイッチ類の操作をしないでくだ
さい。
装置の不意な作動により、スロープから車いすが転落するなど重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。
• ベルトフリースイッチを長押しし、作動表示灯が点灯（ベルトフリーモード
に移行）すると、後退防止機能が解除され、車いすがスロープから滑り落ち
るなど重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●車内外に乗降するときは、バックドア・ドア開口部および天井に頭をぶつけ
ないように注意してください。
スロープに車いすを乗り入れるときや、乗り入れ後に車外へ出る（戻る）と
き、頭上の注意がおろそかになりやすいので、バックドア端部やバックドア
開口部に注意してください。

●車いすを勢いよく押し込まないでください。
車いす乗車の方が車内の部品に当たり、けがをするおそれがあります。
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●車いすを車内に乗り入れるときは、車両中央付近と車いすの中央付近を合わ
せた位置に乗り入れてください。
中央付近に乗り入れないと、ウインチベルトが車いす乗車の方の足や車いす
のフットレストに引っかかる場合があります。そのまま車いすを固定すると、
車いす乗車の方がけがをしたり、車いすの固定が不十分になり、思わぬ事故
の原因になって、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●電動ウインチを使用して車いすを車内外に乗降するときは、介助の方は必ず
車いすの後ろで操作し、車いすのハンドルをしっかり支えながら乗り入れて
ください。
車いすを車内に乗り入れるとき、車いすのハンドルをしっかり支えていない
と、車いすの前輪が停止後、前のめりになることがあります。お子さまや体
重の軽い方が車いすに乗車されているときは、特に注意してください。（電動
ウインチは車いすの乗降を補助するためのものであり、自動で乗降するため
の装置ではありません）

●車いすは必ず所定の位置まで乗り入れてください。（→ P. 56）
車いすが所定の位置まで乗り入れていないと、正しく固定できない場合があ
ります。
• 乗り入れ位置が前過ぎると、車いす乗車の方の足がリヤシートに当たるな
ど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
• 乗り入れ位置が後ろ過ぎると、車いす後輪がスロープに当たり、スロープを
完全に格納することができません。そのままバックドアを閉めると、スロー
プとバックドアが傷付くおそれがあります。

●車いすを所定の位置で固定後、スイッチを押し続けないでください。電動ウ
インチが故障したり、車いす乗車の方が車両に当たるなどして思わぬけがを
するおそれがあります。

●車いすを車内に乗り入れたときは、電動ウインチのフックを車いすの前部フ
レームから取り外さないでください。
電動ウインチは車いす前側の固定装置として使用します。電動ウインチの
フックを車いすの前部フレームから取り外した状態では車いすが固定され
ず、走行中に車いすが動き出し、思わぬ事故の原因になって、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●電動ウインチのフックを車いすから取り外すときは、手に持ってゆっくりと
行ってください。
フックから急に手を離すと、ウインチベルトが勢いよく巻き取られ、けがを
するおそれがあります。

●車いすの自走での乗降は絶対に行わないでください。

DC8A.book  62 ページ  ２０２１年１０月２６日　火曜日　午後３時４３分



633-2. 車いすの車内外への乗降・固定

DC8A

警告

3

●ハイゼット／アトレー スローパーに適した車いすを使用してください。不適
切な車いすで乗車された場合、思わぬ事故につながったり、重大な傷害を受
けたりするおそれがあります。

●車両への乗降は、必ずウインチ操作で乗降してください。手足での押し上げ
はスロープの傾斜により、車いすの転倒のおそれがあり危険です。
やむを得ずワイヤレスリモコンの電池が消耗したときなど緊急時に乗降する
ときは十分に注意して、必ず介助の方が乗降させてください。

●次の操作を行うと、車いすが車内またはスロープの途中で急に下がって転倒
したり、介助の方が支えきれず思わぬ事故につながったり、重大な傷害にお
よぶおそれがあり危険です。
• 車いす乗降中にベルトフリースイッチを長押しする
• ウインチベルトのロックが解除されている状態で、手足の押し上げ乗降をす
る

●車いすで乗降する前に、車いす乗車スペースに乗降の妨げになるものがない
かを確認し、必ず収納してから乗降操作をしてください。

●車いすを乗車させるときは、車いす乗車の方のつま先が車両などに接触しな
いように注意してください。

●次の状態では車いすがしっかり固定
できず、走行中に車いすが動き危険
です。
• 車いすの前輪がベルト巻き取り部に
乗り上げている

• ウインチベルトが真上に引っ張られ
ている

ABTS320414

ウインチベルト
フック

ベルト巻き取り部

車いす
前輪

ウインチベルト
フック

ウインチベルト

車いす
前輪
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■電動ウインチを使用するときは
●電動ウインチの耐荷重は120kgです。
電動ウインチは車いすの車内外への乗降専用です。電動ウインチを使用して
人やものを引き上げないでください。
電動ウインチの事故やベルトの損傷につながったり、思わぬ事故の原因に
なって、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●電動ウインチ作動後、ウインチベルト
やウインチベルト巻き取り部に触れ
ないでください。
ベルトの巻き取り不良やベルト巻き
取り部に手などを巻き込まれ、重大な
傷害を受けるおそれがあり危険です。

：ベルト巻き取り部

●ウインチベルトのフックは、車いすフレームのフロントパイプとベースパイ
プの交差部に確実に取り付けてください。

●ウインチベルトが車いすの足置きなどに引っかからないように取り付けてく
ださい。

■電波がおよぼす影響について
植込み型心臓ペースメーカー、植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータ
および植込み型除細動器以外の医療用電気機器を使用される場合は、電波によ
る影響について医療用電気機器製造業者などに事前に確認してください。電波
が医療用電気機器の作動に影響を与えるおそれがあります。

KBCS110114
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注意

■故障・損傷を防ぐために
●ウインチベルトがねじれていないことを確認してください。
ウインチベルトがねじれていると巻き取り不良になり、車いすを完全に車内
に乗り入れることができません。

●断続的にワイヤレスリモコンの下降スイッチまたは上昇スイッチを押さない
でください。
故障の原因になります。（断続的にスイッチを押しても電動ウインチは作動し
ません）

●ウインチベルトの巻き取りができない状態（ベルトが車内のものに引っか
かって動かない、ベルトがねじれて巻き取れない場合など）のときは、ワイ
ヤレスリモコンの上昇スイッチを押し続けないでください。故障の原因にな
ります。
ウインチベルトの巻き取りができないときは、ワイヤレスリモコンの下降ス
イッチを押し続けて少しウインチベルトをゆるめてから、障害物やウインチ
ベルトのねじれなどを取り除き、再度ワイヤレスリモコンの電源を入れ、上
昇スイッチを押し続けてください。

●ワイヤレスリモコンは電子部品のため、次のことを必ずお守りください。
• ダッシュボードの上など、直射日光の当たる場所および高温になるところに
置かない
• 分解しない
• 落とす、踏むなどの強い衝撃を与えない
• 飲料水などをこぼしたり、水たまりなど、水中に落下させない
（防滴構造ですが、できるだけ水にぬらさないでください）

●ワイヤレスリモコンの清掃にシンナー・ガソリン・ベンジンなどの溶剤を使
用しないでください。
表面が変形するおそれがあります。清掃するときは、水またはぬるま湯を布
などに含ませ、固くしぼってからふいてください。
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車いすの車内での固定・解除

車いすの後部に車いす固定ベルトをかけ、ウインチベルトを巻き上げる
ことで、車いすを車両に固定します。

操作前の確認事項

車いすが所定の位置まで乗り入れていることを確認してください。
（→ P. 56）

車いすの固定のしかた

a 車いす固定ベルトのレバーを押し
ながらベルトを引き出し、フック
（左右）を車いすの後部フレーム
（リヤパイプとベースパイプの交
差部）にかける
レバーを押している間のみ、ベルトを引
き出すことができます。

b 車いす固定ベルトを引っ張り、ベ
ルトのたるみを取る

KBCS320501

KBCS320502
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c ウインチベルトを巻き上げ、車い
すを固定する
a ワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押し、動作表示 LED
が赤色点灯中（6秒以内）に上
昇スイッチを押し続ける
動作表示LEDが緑色点滅に変わり、
ウインチベルトが巻き取られます。
“ピッピッピッ”とブザーが鳴るまで
上昇スイッチを押し続けてくださ
い。

b 車いすが車両前方に動いて固
定されたら、上昇スイッチから
指を離す

d 車いすのブレーキを両輪ともかけ
る

e 車いすのハンドルを握り、車いすを前後左右にゆすり、ウインチベルト
と車いす固定ベルトにたるみがなく車いすが確実に固定されていること
を確認する

f スロープを格納し、バックドアを閉める

以上で車いすの固定は完了です。次に車いす用シートベルトを着用します。
（→ P. 72）

KBCS320505

ウインチベルトフック

車いす固定
ベルトフック

ABTS320506
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車いすの固定解除のしかた

a 車いすにブレーキがかかっていることを確認する
b 車いす乗車者用3点式シートベルトを外す（→ P. 75）
c 車いす固定ベルトのレバーを押し
ながら車いす固定ベルトを少し引
き出し、フック（左右）を車いす
の後部フレームから取り外す

d 取り外した車いす固定ベルトを図
のようにフロア前側中央に置く

知識

■車いす固定ベルトについて
●車いす乗り入れ前に車いす固定ベルトの点検をし、ベルトにほつれ・すり切
れができたときは、ダイハツサービス工場で交換してください。

●車いす固定ベルトが汚れるとベルトの操作がしづらくなることがあります。
ベルトの操作がしづらくなったときは、ベルトの清掃をしてください。
（→ P. 82）

KBCS320503

KBCS320504
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警告

■車いすの固定をするときは
●車いすを固定する前に、ウインチベルトが車いす乗車の方の足や車いすの
フットレストに引っかかっていないことを確認してください。
そのまま車いすを固定すると、車いす乗車の方がけがをしたり、車いすの固
定が不十分になり、思わぬ事故の原因になって、重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。

●車いす固定ベルトのフックを車いすのフレームに脱着するときは、フックと
フレームの間で指などを挟まないようにしてください。

●ウインチベルト巻き上げ時は、車いすが車両前方に動きますので、車いす乗
車の方の手足などが車両に接触しないように注意してください。

●車いすを固定したときは、車いすを前後左右にゆすり、ベルトにたるみがな
く、確実に固定されていることを確認してください。
固定が外れると走行中に車いすが動き出し、思わぬ事故の原因になって、重
大な傷害を受けるおそれがあり危険です。
• 固定を確認しているときに、車いすとフックとの間で手を挟まないように注
意してください。
• ベルトにねじれがないことを確認してください。ベルトがねじれていると十
分に固定できない場合があります。
• 車いすの固定が不十分なときは、車いすの固定位置およびフックを引っかけ
る位置を確認後、車いす固定ベルトのレバーを押し下げ、操作をやり直して
ください。
• 車いす固定ベルトが操作できないときは、ただちにダイハツサービス工場で
点検を受けてください。

●車いす固定ベルトのフックを取り外したときは、必ずフックをフロア中央付
近に置いてください。
フロア中央以外の場所にフックを放置したままだと、車いすを車外に降ろす
とき、車いすにフックが引っかかるなど、思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。

●車いす固定ベルト使用中、ベルトが傷付いたりほつれたりした場合やフック
に損傷や腐食が発生した場合は、すぐにダイハツサービス工場でベルトの交
換を行ってください。
そのまま使い続けると、走行中に車いすの固定が外れ、車いす乗車の方が転
倒するなど、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●車いす固定ベルト（左右）のフックは、車いすのフレームのリヤパイプとベー
スパイプの交差部に確実に取り付けてください。車いす固定ベルト（左右）の
フックが外れると車いすの転倒・脱輪などにつながり大変危険です。

●車いす固定後は、必ず車いすのブレーキをかけてください。車いすが動き、思
わぬ事故につながるおそれがあります。
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警告

●ウインチベルトは必ず手で持って巻き取ってください。手を離すとウインチ
ベルトの巻き取り機能により勢いよく戻ってけがをしたり、スロープの損傷
やウインチベルトのほつれなどの原因となります。

注意

■故障・損傷などを防ぐために
車いす固定ベルトのフックを車いすに引っかけるときは、フックのベルトが車
いすのフレームの縁などに当たっていないことを確認してください。
ベルトが損傷するおそれがあります。
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車いす乗車者用3点式シートベルトの使いかた

3点式のシートベルトです。
体の動きに合わせて伸縮しますが、強い衝撃で体が前に倒れそうなとき
には、ベルトが自動的にロックされ体を固定します。
シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場合があ
ります。次の方法に従って走行前に必ず着用してください。
シートベルトの着用は介助の方が行ってください

車いす乗車者用3点式シートベルトの構成

a 腰部ベルト用プレート
b 腰部ベルト用バックル
c 肩部ベルト用プレート
d 肩部ベルト用バックル

1 4

2 3 KBCS320601
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  車いす乗車者用3点式シートベルトの着用のしかた  
 

a 腰部ベルトを右側手すりのシート
ベルトハンガーから取り外す

 

 

b 腰部ベルトを持って引き出しなが
ら、車いすの左右のアームレスト
の下側を通して装着する
• ベルトにねじれがないことを確認し
ながら引き出します。

•“カチッ” と音がするまでプレートを
バックルに差し込みます。

• 車輪が大きい車いすの場合は、スポー
クの間も通してください。

• サイドパネル付き車いすは、サイドパ
ネルの下側または開口部からベルト
を通してください。

 

 

c 固定バンドを外して車両右上の肩
部ベルト用バックルを取り出す

 

KBCS320602

KBCS320603

KBCS320604

肩部ベルト用バックル

固定バンド
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3

d 肩部ベルトを左側手すりのシート
ベルトハンガーから取り外す

e 肩部ベルトを持って引き出しなが
ら、アームレストの下側を通して
装着する
• ベルトにねじれがないことを確認し
ながら引き出します。

•“カチッ” と音がするまでプレートを
バックルに差し込みます。

• 車輪が大きい車いすの場合は、左側車
輪のスポークの間も通してください。

• サイドパネル付き車いすは、サイドパ
ネルの下側または開口部からベルト
を通してください。

KBCS320605

KBCS320606

プレート

バックル
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■ 正しく着用するには

シートベルトを調整し、次の通りに正しく着用する

a 上体を起こし、深く腰かけて座る
b アームレストの下に通す
車輪が大きい車いすの場合は、ス
ポークの間も通してください。

c 腰部ベルトを必ず腰骨のできるだ
け低い位置に密着させる
腰部ベルトがねじれないようにし
てください。

d 肩部ベルトを肩に十分にかける
• 首にかかったり、肩から外れな
いようにしてください。
• 肩部ベルトがねじれないように
してください。

e サイドパネルがある場合はシート
ベルトをサイドパネルの下側また
は開口部に通す

2

1

5
3

4

KBCS320607
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車いす乗車者用3点式シートベルトの外しかた

a 肩部ベルトを外す
a プレートを手でしっかり持ち、
バックルのボタンを押す

b ねじれや引っかかりなどがな
いかを確認しながら、ベルトや
プレートに手を添えてゆっく
りベルトを巻き取る

b 腰部ベルトを外す
肩部ベルトと同様にします。

c 肩部ベルトと腰部ベルトを手すり
のシートベルトハンガーに取り付
ける

d 肩部ベルト用バックルを固定バン
ドで固定する

ABTS320609

ボタン

プレート

肩部ベルト

ABTS320610

腰部ベルト

ボタンプレート

KBCS320611

KBCS320608

肩部ベルト用バックル

固定バンド
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知識

■シートベルトがロックしたまま引き出せないときは
一度ベルトを強く引いてからベルトをゆるめ、再度ゆっくりと引き出します。

■車いすの側板後部にスペースがある車いすをご使用の場合

右図のように腰部ベルトを通すと、腰
骨のより低い位置に腰部ベルトがかけ
られます。

警告

■シートベルトを着用するときは
●シートベルトの着用は必ず介助の方が行い、正しく着用されていることを確
認してください。
シートベルトは正しく着用しないと、衝突したときなどにシートベルトが十
分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●3点式シートベルトは必ず肩部ベルトと腰部ベルトの両方を着用してください。
●シートベルトを着用するときは、必ず車いすがフロアと確実に固定されてい
ることを確認してください。
車いすの固定が悪いと車いすが動き出し、車いす乗車の方のシートベルトが
正しく着用できなくなり、衝突したときなどにシートベルトが十分な効果を
発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●シートベルトは必ずアームレストの下側を通してください。また、車輪が大
きい車いすの場合はスポークの間、サイドパネルがある場合はパネルの下側
または開口部から通してください。
シートベルトがアームレストにかかった状態で着用すると、衝突したときな
どにシートベルトが十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●車いす乗車者にリヤシートのシートベルトを着用しないでください。衝突し
たときなどに効果が十分に発揮されません。必ず車いす乗車者用 3 点式シー
トベルトを着用してください。

KBCS320612
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警告

3

■シートベルトを外すときは
プレートをバックルから外すときは、必ずプレートを手で持ってからバックル
のボタンを押してください。

プレートを持って外さないと、プレートが勢いよく戻り、顔などに当たり、け
がをするおそれがあります。

■シートベルトを着用しないときは
車いす用シートベルトを着用しないときは、必ず肩部ベルト用バックルを固定
バンドで固定してください。

肩部ベルト用バックルが確実に固定されていないと、走行中に肩部ベルト用
バックルが外れたり、車いす乗降時に肩部ベルト用バックルが頭に当たるなど、
思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
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お手入れのしかた

4-1. お手入れのしかた
スロープの清掃 ……………… 80
ベルトの清掃 ………………… 82
車いす乗車スペースの清掃 … 83
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4-1. お手入れのしかた

スロープの清掃

スロープの引き出しレール部に泥や小石、砂などの異物がつまると、ス
ロープの引き出し・格納操作ができなくなります。
スロープの清掃は、次のように行ってください。

清掃のしかた

a 安全で平坦な場所に駐車し、パーキングブレーキを確実にかけ、シフト
レバーをPにし、エンジンを停止する

b バックドアを全開にする
c スロープを展開する（→ P. 48）
d スロープを清掃する

引き出しレール部
a 泥や小石、砂などの異物があっ
たらブラシなどを使用して取
り除く

b 水またはぬるま湯を含ませた
布で軽くふき取る

スロープ全体
水またはぬるま湯を含ませた布で
軽くふき取る
スロープを持ち上げた状態でスロープ
裏面などを清掃するときは、片方の手で
スロープ先端の取手を持ってスロープ
を持ち上げて、もう片方の手で清掃しま
す。

KBCS410101

KBCS410102

取手
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警告

■スロープを清掃するときは
●スロープの可動部や端部、突起部などを清掃するときは、手や指を挟まない
よう、十分注意してください。

●スロープを持ち上げた状態でスロープ裏面などを清掃するときは、必ず片方
の手でスロープ先端の取手を持ってスロープを持ち上げてください。
スロープ先端の取手以外の部分を持つと、手を挟まれけがをするおそれがあ
ります。

注意

■スロープを清掃するときは
●金ブラシや金たわしなどを使用しないでください。
スロープに傷が付いたり、腐食の原因となるおそれがあります。

●スロープの汚れが著しいときは、中性洗剤の水溶液をやわらかい布に軽く含
ませてお使いください。研磨材（コンパウンド）入りの洗剤などを使用する
とスロープの表面を損傷させるおそれがあります。
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ベルトの清掃

ウインチベルト、車いす固定ベルトおよび車いす用シートベルトが汚れ
たときは、次のように清掃を行ってください。

清掃のしかた

中性洗剤かぬるま湯を含ませた布で軽くふき取る
乾くまで使用しないでください。

警告

■ベルトを清掃するときは
●ベルトの清掃にベンジン・ガソリンなどの有機溶剤や酸またはアルカリ性の
溶剤・染色剤・漂白剤を使用しないでください。
有機溶剤や酸またはアルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤を使用すると、ベル
トの性能が低下し、十分な成果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。清掃するときは、中性洗剤かぬるま湯を使用し、
乾くまでベルトを使用しないでください。

●ベルトを清掃するときは、フックやプレートをしっかり持ち、ベルトの状態
を確認しながら行ってください。
ベルトが不意に巻き取られ、けがをするおそれがあります。
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車いす乗車スペースの清掃

車いす乗車スペースが汚れたときは、次のように清掃を行ってください。

清掃のしかた

■ 清掃について

車いす乗車スペースが汚れたときは、ほこりや泥などを取り除いてくださ
い。
あらかじめ車いす固定ベルトを取り外しておくと、清掃しやすくなります。
■ 車いす固定ベルトの取り外しかた
a ボタンを押さえながら固定金具を
引き上げ、スライドさせて取り外
す

b 取り外した車いす固定ベルトをグローブボックスに収納する

■ 車いす固定ベルトの取り付けかた
a 車いす固定ベルトをグローブボックスから取り出す
b ボタンを押さえながら固定金具を
引き上げ、スライドさせて取り付
ける

KBCS410403

ボタン固定金具

KBCS410404

ボタン

固定金具
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c 固定金具を“カチッ”という音がす
るまで回し、確実に固定されてい
ることを確認する

警告

■車いす乗車スペースを清掃するときは

車内を水洗いしないでください。
また、飲みものをこぼしたり、雨水な
どがかからないように注意してくださ
い。電気部品に水がかかると、故障の
原因になったり、車両火災につながる
おそれがあり危険です。
万一、電気部品に水がかかってしまっ
た場合は、ダイハツサービス工場にご
相談ください。

■車いす固定ベルトの取り外しについて
車いす固定ベルトを取り外した状態で、車いすの乗車は絶対にしないでくださ
い。取り外したままでは、車いすが固定できず大変危険です。

注意

■車いす固定ベルトを取り外す前に

固定ベルトを取り外すときは、ウイン
チベルトがねじれないよう、手すりに
フック（左右）を確実に引っかけてく
ださい。ウインチベルトをいっぱいま
で巻き取ると、電動ウインチ装置内で
ウインチベルトが絡むなどして故障の
原因となります。

■車いす固定ベルトを取り付ける前に
固定溝や固定金具に泥や小石、砂などが付着していないことを確認してから取
り付けてください。

KBCS410405

KBCS110301

KBCS410402
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万一の場合には

5-1. パンクしたときは
パンクしたときは …………… 86

5-2. 故障かな？とお考えになる前に
ヒューズの交換 …………… 101
ワイヤレスリモコンの
電池交換 ………………… 103

5-3. 緊急時の対処法
電動ウインチが
作動しないときは ……… 105
車両を輸送するときは …… 109
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5-1. パンクしたときは

パンクしたときは

この車両には、スペアタイヤが搭載されていません。
タイヤがパンクしたときは、タイヤパンク応急修理セットで応急修理す
ることができます。釘やネジなどが刺さった程度の軽度なパンクを応急
修理できます。（パンク修理剤ボトル1本につき、応急修理できるタイヤ
は 1 本です）パンクしたタイヤの損傷状況により、タイヤパンク応急修
理セットでは応急修理できない場合があります。（→ P. 87）
タイヤパンク応急修理セットで応急修理したタイヤの修理・交換につい
ては、ダイハツサービス工場にご相談ください。タイヤパンク応急修理
セットによる応急修理は、一時的な処置です。できるだけ早くタイヤを
修理・交換してください。
工具・ジャッキの取り扱いについては、別冊「ハイゼットカーゴ／アトレー取扱説
明書」の『パンクしたときは』を併せて参照してください。

警告

■タイヤがパンクしたときは
パンクしたまま走行しないでください。

短い距離でも、タイヤとホイールが修理できないほど損傷したり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

応急修理する前に

●地面が固く平らで安全な場所に移動する
●パーキングブレーキをかける
●シフトレバーをPに入れる
●エンジンを停止する
●非常点滅灯を点滅させる
●タイヤの損傷程度を確認する
釘やネジなどが刺さっている場合の
み、タイヤを応急修理してください。
• タイヤに刺さっている釘やネジなどは
抜かないでください。抜いてしまうと
穴が大きくなり過ぎ、応急修理ができ
なくなることがあります。

• パンク修理剤が漏れないようにするた
め、パンク箇所が分かっている場合は、
パンク箇所が上になるように車両を移
動してください。

KBCS510401
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知識

■タイヤパンク応急修理セットで修理できないパンク
次の場合は、タイヤパンク応急修理セットでは応急修理できません。ダイハツ
サービス工場にご連絡ください。
●タイヤ空気圧が不十分な状態で走行してタイヤが損傷しているとき
●タイヤ側面など、接地面以外に穴や損傷があるとき
●タイヤがホイールから明らかに外れているとき
●タイヤに4mm以上の切り傷や刺し傷があるとき
●ホイールが破損しているとき
●2本以上のタイヤがパンクしているとき
●1本のタイヤに2か所以上の切り傷や刺し傷があるとき
●パンク修理剤の有効期限が切れているとき

工具・ジャッキの取り出しかた

ふたを取り外し、ジャッキをゆるめて
ジャッキ・工具袋を取り出します。

KBCS510101
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  工具  

工具袋の中に収納されています。（→ P. 87）

a ジャッキハンドル
b ホイールナットレンチ
c けん引フック
 

ジャッキハンドルは、図のように組み
立ててください。

 

警告

■ジャッキハンドルを使用するときは
使用中、不意に分解しないように、ジャッキハンドル各部を確実に組み付け、接
続用ボルトをしっかりと締め付けてください。（→ P. 88）

1

2 3
KBCS510201

KBCS510202
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  工具・ジャッキの収納のしかた  
 

a 付属のゴムバンドをジャッキの下
部に取り付ける

 

 

b 工具袋をボタンのない側を手前に
して、ジャッキの前側に置く

 

 

c 工具袋の中にある工具をジャッキ
ハンドル結合部側に寄せ、ゴムバ
ンドをジャッキの上部にかける

 

KBCS510102

KBCS510103

ボタン

KBCS510104

結合部
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d 工具類を収納し、ジャッキを締め
て固定する

 

知識

■工具を収納するときは
 

振動で音が発生するおそれがあります
ので、図のように収納してください。

 

警告

■工具・ジャッキを使用したあとは
所定の場所に確実に保管してください。

車室内などに放置すると、乗降時につまずいたり、急ブレーキをかけたときや
衝突したときなどに工具が飛んできて乗員に当たるなど、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

KBCS510105

KBCS510203
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タイヤパンク応急修理セットの内容／各部の名称

a コンプレッサー
b ホース
c ホース栓

d パンク修理剤ボトル
e 速度制限シール

タイヤパンク応急修理セットの取り出し方

デッキボードを取り外し、タイヤパン
ク応急修理セットを取り出してくだ
さい。

1 2 3

4 5

KBTC720503

<コンプレッサー背面内蔵>

KBCS510301
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警告

■タイヤパンク応急修理セットを取り出したときは

タイヤパンク応急修理セットは図のよ
うに指定の位置に収納してください。
急ブレーキ時などにタイヤパンク応急
修理セットが飛び出したりして破損し
たり、思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

応急修理するとき

a パンク修理剤ボトルとコンプレッサーを取り出す
緩衝材が入っている場合は、応急修理後に破棄しないよう注意してください。
（新しく購入したパンク修理剤ボトルには、緩衝材が入っていません）

b コンプレッサーからホースと電源
プラグを取り出す

c パンク修理剤ボトルをよく振る
パンク修理剤ボトルはホース、およびコンプレッサーに固定する前に振ってくださ
い。

KBCS510302

KBTC720504

ホース

プラグ
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d コンプレッサーにパンク修理剤ボ
トルを強く押し込み固定する
ボトルのツメが固定されるまで、しっか
り押し込んでください。

e パンク修理剤ボトルにホースを差
し込む
ホースのツメが固定されるまでしっか
り差し込んでください。
接続部が確実に固定されていることを
確認してください。

KBTC720505

ツメ

KBTC720506

ツメ
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f パンクしたタイヤのバルブキャッ
プを取り外す

g ホースの口金からホース栓を取り
外す

h ホースの口金をパンクしたタイヤ
のバルブに接続する
ホースの口金を回して最後までしっか
りねじ込みます。

i コンプレッサーの電源が“OFF”に
なっていることを確認する

KBTC720507

KBTC720508

ホース栓 口金

KBTC720509

KBTC720510
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j コンプレッサーの電源プラグを車
両のアクセサリーソケットに差し
込む
手順 i までの作業を終えてから、アク
セサリーソケットに差し込んでくださ
い。

k パンク修理剤ボトルの速度制限
シールをはがす

l 速度制限シールを運転者のよく見
えるところに貼る

m タイヤの指定空気圧を確認する
タイヤの指定空気圧は、運転席側ドア開口部のタイヤ空気圧ラベルで確認することが
できます。

n エンジンを始動する
o コンプレッサーの電源を“ON”に
し、パンク修理剤と空気を充填す
る
5分以内に昇圧し始めない場合、タイヤ
をジャッキで浮かせて手で 2 ～ 3 回以
上回し、パンク修理剤をタイヤ全体にい
きわたらせてから、再度昇圧操作を行っ
てください。

KBCS510501

アクセサリーソケット

ホース
電源プラグ

KBTC720512

KBTC720513

KBTC720514
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p 空気圧ゲージで確認しながら、指
定空気圧になるまで昇圧する
a コンプレッサーの電源を“ON”
にしたあと、しばらくはパンク
修理剤を注入するため、一時的
に空気圧ゲージが約 300 ～
400kPa まで上がります。

b 1分程度（低温の場合は5分程
度）で実際の空気圧表示になり
ます。

c 指定空気圧になるまで昇圧し
ます。

次の場合は、タイヤがひどい損傷
を受けている可能性があるため、
タイヤパンク応急修理セットで修
理することができません。ダイハ
ツサービス工場、または JAFなど
にご連絡ください。
• パンク修理剤が5分以内に充填
できない
• 25分以内に指定空気圧まで上
がらない

q 指定の空気圧まで昇圧できれば、コンプレッサーの電源を“OFF”にする
r アクセサリーソケットから電源プラグを抜き、タイヤのバルブからホー
スの口金を取り外す
ホースの口金を取り外すときにパンク修理剤が漏れることがあります。

s バルブキャップを応急修理したタイヤのバルブに取り付ける
t ホースの口金にホース栓を取り付ける
u 一旦パンク修理剤ボトル、コンプレッサー、ホースを接続したまま、ラ
ゲージルームに収納する
コンプレッサーに取り付けたボトル、ホース、ホース栓は取り外さないでください。
取り外すとボトル内に残ったパンク修理剤がこぼれるおそれがあります。

v 空気が抜けるのを防ぐため、ただちに走行を開始する
急加速・急ブレーキ・急ハンドルを避け、80km/h 以下で慎重に運転してください。

1

2

3

KBTC720515

<空気圧ゲージ>
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w 約5km程度走行後、交通の妨げにならない安全な場所に停車し、エンジ
ンスイッチを“OFF”にする

x タイヤの空気圧を空気圧ゲージで確認する
• コンプレッサーを車両に接続する
• エンジンを始動する
• コンプレッサーの電源を“ON”にして作動させたあと、電源を“OFF”にして空気圧
ゲージで確認する

y 指定空気圧であれば、パンク応急修理を完了する

空気圧が130kPa 以上で指定空気圧に満たない場合
手順f～wを繰り返し行って、指定空気圧まで昇圧してください。

空気圧が130kPa 以下に低下していた場合
タイヤパンク応急修理セットによる修理はできません。走行を中止し、ダイハツサー
ビス工場、または JAFなどにご連絡ください。

z 異常がなければ、ただちにダイハツサービス工場まで走行する
• 急加速・急ブレーキ・急ハンドルを避け、80km/h 以下の車速で慎重に運転して
ください。

• 100km以上の距離を走行しないでください。

知識

■応急修理後のタイヤのバルブについて
タイヤパンク応急修理セットを使用したときは、タイヤのバルブを新品に交換
してください。

■タイヤパンク応急修理セットの点検について
●パンク修理剤の有効期限の確認は定期的に行ってください。
有効期限はパンク修理剤ボトルに表示されています。

●有効期限が切れたパンク修理剤は使用しないでください。タイヤパンク応急
修理セットによる修理が正常にできない場合があります。

●有効期限が切れる前に交換してください。交換については、ダイハツサービ
ス工場にご相談ください。

●コンプレッサーの電源プラグをアクセサリーソケットに差し込み、エンジン
スイッチを“ACC”にして、作動の確認をしてください。

■タイヤパンク応急修理セットについて
●タイヤパンク応急修理セットは自動車タイヤの空気充填用です。
●タイヤパンク応急修理セットのパンク修理剤ボトルとホースは、1本のタイヤ
を一度だけ応急修理できます。使用したパンク修理剤ボトルとホースの交換
は、ダイハツサービス工場にご相談ください。

●外気温度が－30℃～60℃のときに使用できます。
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知識

●タイヤパンク応急修理セット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサ
イズ以外のタイヤや、他の用途には使用しないでください。

●パンク修理剤が衣服に付着すると、シミになる場合があります。
●パンク修理剤がホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなる
おそれがあります。ぬれた布などでただちにふき取ってください。

●コンプレッサー作動中は、大きな音がしますが故障ではありません。
●コンプレッサーをタイヤ空気圧の点検や調整には使用しないでください。
●新しいパンク修理剤ボトルは、ダイハツサービス工場でご購入ください。

■空気を入れ過ぎてしまったとき

ホースの口金をゆるめて空気を抜いて
ください。

警告

■タイヤパンク応急修理セットについて
●タイヤパンク応急修理セットは指定の位置に収納してください。
急ブレーキ時などにタイヤパンク応急修理セットが飛び出したりして破損し
たり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●タイヤパンク応急修理セットはお客様のお車専用です。他車には使わないで
ください。他車に使うと思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●指定タイヤサイズ以外のタイヤや他の用途には使用しないでください。パン
ク修理が完全に行われず、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■パンク修理剤について
●誤って飲み込むと健康に害があります。その場合はできるだけたくさんの水
を飲み、ただちに医師の診察を受けてください。

●もし目に入ったり、皮膚に付着したりした場合には、水でよく洗い流してく
ださい。それでも異常を感じたときは、医師の診察を受けてください。

■パンクしたタイヤを応急修理するとき
●車両を安全で平坦な場所に停止させてください。

KBTC720516

口金
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警告

5

●走行直後、ホイールやブレーキまわりなどには触れないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわりは高温になっている可能性があるため
手や足などが触れると、やけどをするおそれがあります。

●コンプレッサーは、長時間作動させると過熱する可能性があります。40分以
上連続で作動させないでください。

●コンプレッサーの使用中に、作動が鈍くなったり、本体が熱くなったりした
ときは、ただちに電源を“OFF”にし、30分以上放置してください。

●速度制限シールは指定位置以外に貼らないでください。ハンドルのパッド部
分などの SRS エアバッグ展開部に速度制限シールを貼ると、SRS エアバッ
グが正常に作動しなくなるおそれがあります。また、メーターやウインドウ
ガラスなど、運転の妨げになるようなところに貼らないでください。思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

■パンク修理剤を均等に広げるための運転について
次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、車両のコントロールが不能となり、重大な傷害を受け
たり、最悪の場合死亡事故につながるおそれがあります。
●低速で慎重に運転してください。特にカーブや旋回時には注意してください。
●お車がまっすぐ走行しなかったり、ハンドルを取られたりする場合は、停車
し、次のことを確認してください。
• タイヤを確認してください。タイヤがホイールから外れている可能性があり
ます。
• 空気圧を確認してください。130kPa（1.3kg/cm2）未満の場合は、タイ
ヤが大きなダメージを受けている可能性があります。
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注意

■応急修理をするとき
●タイヤに刺さった釘やネジを取り除かずに応急修理を行ってください。
取り除いてしまうと、タイヤパンク応急修理セットでは応急修理ができなく
なる場合があります。

●タイヤパンク応急修理セットに防水機能はありません。降雨時などは、水が
かからないようにして使用してください。

●砂地などの砂ぼこりの多い場所に直接置いて使用しないでください。砂ぼこ
りなどを吸い込むと、故障の原因になります。

■タイヤパンク応急修理セットについて
●タイヤパンク応急修理セットは DC12V 専用です。他の電源での使用はでき
ません。

●タイヤパンク応急修理セットにガソリンがかかると、劣化するおそれがあり
ます。ガソリンがかからないようにしてください。

●タイヤパンク応急修理セットは砂ぼこりや水を避けて収納してください。
●タイヤパンク応急修理セットは指定の位置に収納し、お子さまが誤って手を
触れないようご注意ください。

●分解・改造などは絶対にしないでください。また、空気圧ゲージなどに衝撃
を与えないでください。故障の原因になります。
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5-2. 故障かな？とお考えになる前に

ヒューズの交換

ヒューズを点検する前に、各装置ごとの作動条件（→ P. 46）をすべて
満たしていることを確認してください。
作動条件を確認したにもかかわらず、装置が正常に作動しないときは、
ヒューズの点検を行ってください。
ヒューズが切れたときは、必ず規定容量のヒューズと交換してください。

ヒューズの位置

■ エンジンルーム ヒューズボックス

エンジンルーム ヒューズの点検・交換方法については、別冊「ハイゼット
カーゴ／アトレー取扱説明書」の『ヒューズの点検・交換』をお読みくだ
さい。

ヒューズ名称 アンペア数 使用装置

a WELCAB 30A 電動ウインチ

b WELCAB NO.2 10A 電動ウインチ

1
2

KBCS520101
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知識

■ヒューズを交換したあとは
次の場合はダイハツサービス工場で点検を受けてください。
●交換しても再度ヒューズが切れるとき
●交換しても電気系統の装置が働かないとき

警告

■お車の故障や火災を防ぐために
次のことをお守りください。

お守りいただかないとお車の故障や火災、けがをするおそれがあります。
●規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しない
●必ずダイハツ純正ヒューズか同等品を使用する
●ヒューズやヒューズボックスを改造しない
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ワイヤレスリモコンの電池交換

電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。

用意するもの

●コインなど、電池ふたの溝に差し込めるもの
●リチウム電池CR2032

電池交換のしかた

a 電池ふたを外す
コインなどを電池ふたの溝に差し込み、
マークが合う位置まで OPEN 側にま

わし、電池ふたを外します。

b 電池を交換する
電池を取り出し、新しい電池の + 側を
上（電池ふた側）にして挿入します。

c 電池ふたをはめる
• 電池ふたと送信機の マークを合わ
せてはめます。

• コインなどを電池ふたの溝に差し込
み、CLOSE側にまわし、電池ふたを
締め込みます。

d 作動確認をする
電源スイッチを押し、動作表示 LED が赤色点灯中（6秒以内）に上昇スイッチまた
は下降スイッチを押して、動作表示 LEDが緑色点滅することを確認します。

ABTS520201

電池ふた

ABTS520202

ABTS520203
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知識

■リチウム電池CR2032の入手
電池はダイハツサービス工場、時計店、カメラ店などで購入できます。

警告

■ワイヤレスリモコンの電池について
次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な障害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
●誤って電池を飲み込まないように注意してください。化学熱傷のおそれがあ
ります。

●ワイヤレスリモコンにはコイン電池もしくはボタン電池が使われています。
電池を飲み込むと、わずか 2 時間で重度の化学熱傷を引き起こし、重大な障
害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●新しい電池および取り外した電池は、お子さまに触れさせないでください。
●カバーがしっかり閉まらない場合はそのまま使用せず、お子さまの手の届か
ない場所に保管し、ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

●誤って電池を飲み込んだ、または体の一部に入れてしまった場合は、すぐに
医師の診察を受けてください。

■電池の爆発や可燃性の液体またはガスの漏れを防ぐために
●同じタイプの電池と交換してください。異なったタイプの電池を使用すると、
電池が爆発するおそれがあります。

●極端に温度の高いところや、高度が高く極端に気圧が低いところに電池を持
ち込まないでください。

●電池を燃やしたり、つぶしたり、切ったりしないでください。

注意

■交換後、正常に機能させるために
次のことをお守りください。
●電池交換時に部品を紛失しない
●電池ふたを曲げたりしない
●電池以外の部品に触れたり、動かしたりしない
●電池の+極と－極は必ず正しい向きにして挿入する
●電池挿入部の電極を曲げたり、ゴミや油などを付着させない
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5-3. 緊急時の対処法

電動ウインチが作動しないときは

次の処置をしてください。

作動条件の確認

作動条件をすべて満たしていることを確認してください。（→ P. 46）

ワイヤレスリモコンの確認

電池が消耗すると、次の症状が現れます。（電池寿命は約1年間です）
●著しく作動可能距離が短くなる

●動作表示 LEDが赤色点灯しなくなる

●動作表示 LEDが緑色点滅しなくなる

いずれかにあてはまる場合は電池を交換してください。（→ P. 103）
■ ワイヤレスリモコンの紛失・電池切れしたとき

緊急用ウインチスイッチで車いすの乗降を行ってください。（→ P. 106）
■ 車いす乗車途中にウインチ操作ができなくなったときは

介助の方が、車いすをそのまま押し上げて乗車させてください。
ウインチ操作ができなくなっても、ウインチベルトをロックしている間は
後退防止機能が作動して、車いすの後退を防止します。
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緊急用ウインチスイッチの使いかた

ワイヤレスリモコンの電池消耗などでワイヤレスリモコンが使用できない
ような緊急時は、緊急用ウインチスイッチで車いすの乗降ができます。
a カバーを開く

b スイッチを操作する
a 上昇
b 下降
スイッチを押している間のみウイン
チが作動します。

KBCS530101

1

2

KBCS530102
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ヒューズの点検・交換

作動条件およびワイヤレスリモコンの電池を確認しても作動しない場合
は、ヒューズを点検・交換してください。（→ P. 101）

作動条件の確認、ワイヤレスリモコンの電池交換、緊急ウインチスイッ
チの操作、およびヒューズの点検・交換をしても作動しない場合

ただちにダイハツサービス工場で点検を受けてください。
修理が完了するまで、絶対に車いすを載せないでください。
■ 車いす乗車の方のみ車外に降ろすときは

万一、電動ウインチが手動でも作動しなくなり、車いすを車外に降ろすこ
とができなくなったときは、次の方法で車いす乗車の方のみ降ろしてくだ
さい。
a スライドドアを全開にする
b 車いす乗車者用3点式シートベルトを外し、車いす乗車者を降ろす

■ 手動でウインチベルトが巻き取れないときは

ウインチベルトに雨や雪などが付着したり、寒冷時においてウインチベル
トが凍結した場合、手動でウインチベルトの巻き取りができなくなること
があります。
手動でウインチベルトの巻き取りができないときは、ウインチベルトに付
着した雨や雪などをふき取ってから、ウインチベルトを巻き取ります。

DC8A.book  107 ページ  ２０２１年１０月２６日　火曜日　午後３時４３分



108 5-3. 緊急時の対処法

DC8A

警告

■緊急用ウインチスイッチを使用するときは
●緊急用ウインチスイッチは、リモコンによるウインチの操作ができなくなっ
た場合のみ使用してください。

●スイッチ操作は介助の方とは別で、補助の方が行ってください。介助の方が
一人で操作し、車いすから手を離すと脱輪・転倒・手足の干渉などのおそれ
があり危険です。

●次の操作を行うと、車いすが車内またはスロープの途中で急に下がって転倒
したり、重大な傷害におよぶおそれがあり危険です。
• 車いす乗降中にベルトフリースイッチを長押しする
• ウインチベルトのロックが解除されている状態で、手足での押し上げ乗降を
する

■車いすを車内に乗り入れた状態で、電動ウインチをベルトフリーモードにする
ときは
車いすが急に下がらないように十分注意してください。

ベルトフリーモードにするときは、車いすのブレーキが両輪ともかかっている
ことを確認し、車いすのブレーキを両輪とも解除後、車いすが急に下がらない
よう、介助の方がしっかりと車いすを支えてください。

■車いす乗車者のみを車外に降ろすときは
平坦地で車の通行が少ない、安全な場所を選んで車外に降ろしてください。坂
道での降車は大変危険ですので、絶対に行わないでください。
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車両を輸送するときは

車両運搬車や船舶で輸送するときは、次の処置をしてください。

車両運搬車を使用するとき

車両運搬車で輸送するときは、図の場
所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両を
固縛する場合は図に黒く示す角度が
目安で45°になるように固縛する

知識

■輸送用フックについて
このフックは船舶固縛で車両を輸送するときに固定するためのものです。また、
リヤ側のフックで他車に引っ張り出してもらったり、他車をけん引することは
できません。
フロント（標準車と同じ） リヤ

KBCS530301

KBCS530302

KBCA720120 KBCS530303
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点検・整備項目

6-1. 点検・整備項目
定期点検整備 ……………… 112
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6-1. 点検・整備項目

定期点検整備
 

故障を減らして長く大切に使うために、定期点検整備をお願いします。
点検結果を記録する際には、巻末の記録簿を A4 サイズにコピーして使
用してください。
空欄については点検および交換の必要はありません。
 

点検整備項目

点検時期
交
換
時
期
（年）

備考
日
常
点
検

自家用車
12
か
月
ご
と

24
か
月
ご
と

スロープ部
各部取り付け部のゆるみ、
損傷 ○ ○

スライド部の損傷 ○ ○ スムーズさ
作動具合（異音、スムーズ
な作動） ○ ○ アシスト機構へグリース

アップ
電動ウインチ部

作動具合（異音、スムーズ
な作動） ○ ○

ベルトの汚れ、ほこりなど
の付着によるベルトの巻き
取り不良 ○ ○

清掃するときは中性洗剤
かぬるま湯を使用し、乾
くまで使用しないこと
（ベンジンやガソリンなど
の有機溶剤は使用不可）

ベルトの傷、ほつれ ○ ○ ほつれが始まったら交換
フックの損傷、腐食 ○ ○ 変形、腐食があれば交換

車いす固定ベルト部
各部取り付け部のゆるみ、
がた、損傷 ○ ○

ベルトの傷、ほつれ ○ ○ ほつれが始まったら交換
フックの損傷、腐食 ○ ○ 変形、腐食があれば交換

車いす用シートベルト部
ベルトの傷、ほつれ ○ ○ ほつれが始まったら交換

Inspection.fm  112 ページ  ２０２１年１１月１０日　水曜日　午前１１時４４分



113

DC8A

さくいん

こんなときは
（症状別さくいん）……………… 114
お車から音が鳴ったときは
（音さくいん）…………………… 118
五十音順さくいん………………… 119
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こんなときは（症状別さくいん）

お困りの際は、ダイハツサービス工場にご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

車いすについて

車いすがスロープおよび車内の正しい位置に乗り入れできない

●お使いの車いすが乗車可能な車いすかどうか確認してください。
（→ P. 40）

●スロープの耐荷重200kg 以内で使用してください。（→ P. 17）

●正しい手順で乗り入れているか、確認してください。（→ P. 55）

車いす固定ベルトのフックが車いすにかからない

●お使いの車いすが乗車可能な車いすかどうか確認してください。
（→ P. 40）

●車いすを所定の位置まで乗り入れていますか？（→ P. 56）

●車いすのフレーム形状によっては、車いす固定ベルトのフックが正しくか
けられないときがあります。

車いす乗車者用3点式シートベルトが正しく着用できない

●車いすのアームレスト下側にカバーなどがありませんか？（→ P. 76）

●シートベルトの装着手順を確認してください。（→ P. 72）
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スロープについて

スロープの引き出し・格納ができない

●スロープの引き出しレール部に異物がないか確認し、異物があるときは清
掃してください。（→ P. 80）

スロープの前倒し・格納ができない

●スロープを前倒しにするときは右の操作レバーを操作してください。
（→ P. 50）

●スロープ格納時、“カチッ”と音がするまで起こしましたか？（→ P. 51）

車いすの車内への乗り入れについて

ベルトフリースイッチを長押ししても、ベルトが引き出せない

●作動条件をすべて満たしていますか？（→ P. 46）

車いす乗車の方の足や車いすの後輪が、格納したリヤシートや
スロープに当たる

●お使いの車いすが乗車可能な車いすかどうか確認してください。
（→ P. 40）

●車いすを所定の位置まで乗り込ませましたか？（→ P. 56）

●車いすが左右傾いて固定されていませんか？
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車いすを車内に入れたあと、車いすが下がってしまう

●車いすのブレーキは両輪ともかけられていますか？（→ P. 67）

●ベルトフリースイッチの作動表示灯が点灯していませんか？（→ P. 58）

ウインチベルトが巻き取れない

●車いすやウインチベルトが車内のものに引っかかっていたり、ウインチベ
ルトがねじれていませんか？（→ P. 65）

●ウインチベルトに雨や雪などが付着したり、ウインチベルトが凍結してい
ませんか？（→ P. 107）

ワイヤレスリモコンを操作しても電動ウインチが作動しない

●周囲の電波状況により下降スイッチまたは上昇スイッチを押しても電動
ウインチが作動しなくなることがあります。（→ P. 59）

●電源スイッチを押し、動作表示 LEDが赤色点灯中に下降スイッチまたは
上昇スイッチを押しましたか？（→ P. 59）

●下降スイッチまたは上昇スイッチを断続的に押していませんか？

●電池が消耗していませんか？（→ P. 103）
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故障かな？と思ったら

電動ウインチが作動しない

●作動条件を確認してください（→ P. 46）。

●P. 105のことを確認してください。
作動条件およびヒューズの確認をしても作動しないときは、ダイハツサー
ビス工場で点検を受けてください。

ブザーが鳴りだした

●「お車から音が鳴ったときは（音さくいん）」（P. 118）をご確認ください。

トラブルが発生した

ワイヤレスリモコンを紛失した・電池が切れた

●電池が切れたときは、P. 103の方法で電池を交換してください。

●ワイヤレスリモコンを使わずに車いすを車内外に乗降・固定することがで
きます。（→ P. 106）
ワイヤレスリモコンを紛失したときはダイハツサービス工場にご相談く
ださい。
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お車から音が鳴ったときは（音さくいん）

次の状況のとき、お車の状態や誤操作などをお知らせするためにブザー
が鳴ります。

ベルトフリースイッチ操作時

ワイヤレスリモコン操作時

その他の操作時

状況 原因 詳細

ベルトフリースイッチ
を長押ししたとき

ベルトフリーモードに移行

P. 47ベルトフリーモード中（作動表示灯点灯）

誤操作により作動停止したとき

状況 原因 詳細

ワイヤレスリモコンの
電源を入れてから上昇
または下降スイッチを
押したとき

電動ウインチ作動時、負荷がかかっている

P. 47

電動ウインチ上昇作動時の停止位置で負荷が
増大

誤操作により作動停止したとき

電動ウインチ作動中、バックドアを閉めて作
動停止したとき

状況 原因 詳細

シフトレバーをP以外
に動かしたとき 電動ウインチが作動している

P. 47シフトレバーをPにし
てバックドアを開けて
からウインチを5分以
上操作しなかったとき

省電力モードに移行
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五十音順さくいん

あ
安全なドライブのために
車いすの固定およびシート
ベルトの着用について ………15
車いすの車内外への
乗降について …………………10
車両火災・故障・損傷を
防ぐために ……………………17

う
ウインチスイッチ
作動…………………………56, 57
作動条件…………………………46

お
お子さまを乗せるとき
チャイルドシート………………24
ワイヤレスリモコンの
電池に関する警告 ………… 104

お手入れのしかた
車いす乗車スペースの清掃……83
スロープの清掃…………………80
ベルトの清掃……………………82

き
緊急時の対処法
電動ウインチが
作動しないとき …………… 105

く
車いす
重量 …………………………… 39
乗車可能な車いす …………… 40

車いす固定ベルト
解除 …………………………… 68
固定 …………………………… 66
清掃 …………………………… 82

車いす乗車者用3点式シートベルト
シートベルトの構成 ………… 71
着用 …………………………… 72
外しかた ……………………… 75

車いす乗車スペースの清掃……… 83
車いすの車内外への乗降
車内への乗り入れ位置 ……… 56
電動ウインチ …………… 55, 57

車いすの車内での固定・解除
解除 …………………………… 68
固定 …………………………… 66

こ
工具・ジャッキの取り出し……… 87
故障かな？とお考えになる前に
ヒューズの交換 …………… 101
ワイヤレスリモコンの
電池交換 ………………… 103

さ
作動条件…………………………… 46
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し
シート
シートの構成および
標準車との相違点 ……………20
チャイルドシート………………24
リヤシート………………………21

シートベルト
車いす乗車者用3点式
シートベルト …………………71

室内装備
リモコンポケット………………36

室内レイアウト ……………………38
ジャッキ ……………………………87
ジャッキの取り出し ………………87
ジュニアシート ……………………24

す
スロープ
内幅………………………………39
格納………………………………49
清掃………………………………80
耐荷重……………………………39
展開………………………………48
前倒し機構………………………50

スロープを使用する前に
ご使用前に確認して
いただきたいこと ……………38
室内レイアウト…………………38
重量………………………………39
乗車可能な車いす………………40
スロープ内幅……………………39
路面………………………………38

そ
操作の流れ
車いすを車外に降ろすとき … 44
車いすを車内に乗り入れ・
固定するとき ……………… 42

ち
チャイルドシート………………… 24
シートベルトでの固定 ……… 32
選択方法 ……………………… 24

て
手すり……………………………… 35
点検・整備項目
定期点検整備 ……………… 112

電動ウインチ
ウインチスイッチ ……… 56, 57
作動しないとき …………… 105
作動条件 ……………………… 46
車外への降車 ………………… 57
車内への乗り入れ位置 ……… 56
手動での引き出し …………… 55
清掃 …………………………… 82

は
パンクしたとき…………………… 86
工具・ジャッキの
取り出し …………………… 87
タイヤパンク
応急修理セット …………… 91

ひ
ヒューズ
エンジンルーム …………… 101

ふ
ブザー……………………………… 47
フロア照明灯……………………… 35
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へ
ベビーシート ………………………24
ベルトの清掃 ………………………82
ベルトフリースイッチ ………55, 57

ま
万一の場合には
故障かな？と
お考えになる前に ………… 101
パンクしたときは………………86

り
リモコンポケット …………………36
リヤシート
格納………………………………21
標準車との相違点………………20

リヤヒーター ………………………34

わ
ワイヤレスリモコン
各部の名称………………………54
電池交換……………………… 103
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お問い合わせには、あらかじめ次の事項に
ついて確認の上、ご連絡願います。

車名および型式、登録番号
ご購入年月日
走行距離
お客様のご住所、お名前、電話番号

●印刷＝2021年11月25日　●発行＝2021年12月2日
211202-1

お問い合わせ、ご相談は、ご購入いただいたお店、
最寄りのダイハツ販売会社、または

ダイハツお客様コールセンターまでお願いいたします。

 • 本書は、ハイゼット スローパー・アトレー スローパーの正し
い取り扱いかたや、お手入れの方法などについて説明している
他、お車を操作する上で必ず守っていただきたいこと、また、
万一のときの処置についても記載しています。安全で快適なカ
ーライフをお楽しみいただくために、ご使用の前に必ずお読み
ください。
 • 基本的な内容は同梱のハイゼット カーゴ／アトレー取扱説明書を
ご覧ください。

ご愛車のために
•　車種によって取り扱い方法が異なる場合は、車両型式やエンジン型式を確認した上で操作を
　行ってください。車両型式、エンジン型式はハイゼット カーゴ／アトレー取扱説明書の
　「ご愛車に関するメモ」にあらかじめ記入しておくと便利です。
•　保証および点検・整備については、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので
　お読みください。
•　ダイハツサービス工場で取り付けられた装備の取り扱いについては、添付されている取扱説
　明書を参照してください。
•　お車をゆずられる際は、次のオーナーのために必ず本書をお車に付けておいてください。
• 車の仕様変更により、本書の内容やイラストがお車と一部異なる場合がございますがご了承くだ
さい。
•• 本書は別冊の「メンテナンスノート」とともに、いつもお車に保管しておいてください。
• ご不明な点は、ご購入先のダイハツサービス工場（営業スタッフ）におたずねください。

背幅5mm




	表紙
	ごあいさつ
	目次
	イラスト目次
	本書の見方
	安全・安心のために
	1-1. 安全なドライブのために
	車いすの車内外への乗降について
	車いすの固定およびシートベルトの着用について
	車両火災・故障・損傷を防ぐために


	シート・室内装備
	2-1. シート
	シートの構成および標準車との相違点
	リヤシート
	チャイルドシート

	2-2. 室内装備
	その他の室内装備


	車いすの車内外への乗降
	3-1. スロープを使用する前に
	ご使用前に確認していただきたいこと

	3-2. 車いすの車内外への乗降・固定
	操作の流れ
	作動条件の確認
	スロープの展開・格納
	車いすの車内外への乗降
	車いすの車内での固定・解除
	車いす乗車者用3 点式シートベルトの使いかた


	お手入れのしかた
	4-1. お手入れのしかた
	スロープの清掃
	ベルトの清掃
	車いす乗車スペースの清掃


	万一の場合には
	5-1. パンクしたときは
	パンクしたときは

	5-2. 故障かな？とお考えになる前に
	ヒューズの交換
	ワイヤレスリモコンの電池交換

	5-3. 緊急時の対処法
	電動ウインチが作動しないときは
	車両を輸送するときは


	点検・整備項目
	6-1. 点検・整備項目
	定期点検整備


	さくいん
	こんなときは（症状別さくいん）
	お車から音が鳴ったときは（音さくいん）
	五十音順さくいん

	定期点検整備記録簿
	裏表紙



